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「うみえもん」

町内の中学校では、3月15
日に卒業式が行われたでござ
る。卒業証書授与の後には『旅立
ちの日に』を歌ったでござる。3年
間の思い出や友だちとの別れを
思うと、涙がこみあげてきたの
でござるかな。（写真は厚岸中
校の卒業式の様子です）
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

主
要
な
施
策
の
推
進

主
要
な
施
策
の
推
進

　

平
成
28
年
厚
岸
町
議
会
第
1
回
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
に
関
す
る
私
の

所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
厚
岸
町
長
と
し
て
、
初
め
て
こ
の
議

場
に
お
い
て
、
平
成
14
年
度
の
町
政
執
行
方

針
を
述
べ
て
か
ら
、
本
年
で
15
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
間
に
お
け
る
町
政
の
執
行
の
道
の
り

は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
一
歩
一
歩
、
着
実
に
成
果
を
上

げ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
な
ら

び
に
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
理
解
の
賜
と
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
厚
岸
町
は
大
き
な
変
化
の
う
ね
り
の

中
に
い
ま
す
。
本
年
か
ら
の
ロ
シ
ア
2
0
0

海
里
水
域
に
お
け
る
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁

の
禁
止
、
な
ら
び
に
、
先
般
、
我
が
国
を
含

む
加
盟
国
が
調
印
し
た
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
、
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
本
町
に
大

き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
課
題

が
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
我
々
は
、
こ
れ
ら
目
の
前
の
壁

に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
知
恵
と
勇
気

と
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
第
一
次
産
業
の
元

気
な
く
し
て
厚
岸
町
の
発
展
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
漁
業
と
農
業
を
基
幹
産
業
と

し
て
発
展
し
て
き
た
厚
岸
町
に
と
っ
て
、
こ

れ
ら
の
産
業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
、
こ
の
豊
か
な
地
域
、
活
力
あ
る
産
業
、

そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
な
将
来
を
守

り
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
今

で
き
る
精
一
杯
の
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
、

厚
岸
町
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
全
国
的
に『
地
方
創
生
』の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
岸
町
に
お
い

て
も
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
確
か
な
未
来

を
築
き
上
げ
て
い
く
た
め
、
人
口
の
将
来
展

望
を
示
す『
厚
岸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』と
具
体

的
な
施
策
や
取
り
組
み
を
示
す
『
厚
岸
町
未

来
創
生
総
合
戦
略
』
を
3
月
中
に
策
定
し
、

平
成
28
年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
総
合
戦
略
で
は
、
ま
ち
の
元
気
の
源
で

あ
る
第
一
次
産
業
の
振
興
や
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
、
よ
り
重
点
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
含
む
総
合
的
な
施
策
展
開
に
よ
っ
て
、

未
来
へ
の
確
か
な
道
筋
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
し
、
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

　

な
お
、
国
の
平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
対

応
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
定
例
会
に
追

加
で
補
正
予
算
を
提
案
す
べ
く
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
実
質
的
な
着
手
が
本
年
4
月

以
降
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
執
行
方
針
に

は
、
こ
れ
ら
の
繰
越
事
業
も
含
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
取
り
組
む
主
要
な

施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
第
5
期
厚
岸
町
総

合
計
画
の
5
本
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に
沿
っ

て
進
め
ま
す
。

自
然
と
の
調
和
を
大
切
に
し
た

快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り　

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
と
し
て
そ
の

平成28年度の

　一年間のまちづくりの方針を示すのが町政執行
方針です。
　そして、それを実行するために必要なのが予算
です。
　その内容を審議する町議会第1回定例会が3月
7日から16日まで開かれ、予算案などが議決され
ました。
　今月号では、若狹靖町長が初日に行った町政執
行方針、富澤泰教育長が行った教育行政執行方針、
そして平成28年度予算の概要をお知らせします。

重点政策と予算状況

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

厚
岸
町
長

厚
岸
町
長

若
狹　

靖

若
狹　

靖

厚
岸
町
長

若
狹　

靖

た
ま
も
の

か
か
ん

へ
い
た
ん
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価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
厚
岸
湖
・
別
寒
辺

牛
湿
原
な
ど
の
、
厚
岸
町
が
誇
る
豊
か
な
自

然
を
良
好
な
環
境
の
ま
ま
保
全
し
、
子
孫
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
使
命
で
す
。
『
厚
岸
町
豊
か
な

環
境
を
守
り
育
て
る
基
本
計
画
』
で
定
め
た

目
指
す
環
境
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き

続
き
、
河
畔
林
造
成
や
厚
岸
町
ク
リ
ー
ン
作

戦
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
河
川
に
お
い
て
、
特
定
外

来
生
物
で
あ
る
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
生
態
系
や
漁
業
資
源
な

ど
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
生
息
域
調
査
を
行
い
、

計
画
的
か
つ
効
率
的
な
駆
除
を
行
い
ま
す
。

　

農
林
業
被
害
や
交
通
事
故
、
生
態
系
へ
の

影
響
な
ど
、
深
刻
化
し
て
い
る
エ
ゾ
シ
カ
被

害
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
個
体
数
の
適
正
管
理
の
た

め
の
計
画
的
な
駆
除
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新

た
に
鳥
獣
害
対
策
の
実
践
的
活
動
を
担
う『
厚

岸
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
』
を
設
置
し
、

一
層
の
被
害
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

住
宅
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
奨
励
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
層
の
環
境
へ
の
負
荷
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
町
有
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
一
般
家
庭
な
ど
に
お

け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識
・
行
動
の
啓
発
に

努
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引

き
続
き
計
画
的
な
施
設
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
良
質
な
原
水
を
確
保
す
る
た
め
、
水

源
か
ん
養
林
の
取
得
や
北
海
道
の
条
例
に
基

づ
く
水
資
源
保
全
地
域
指
定
に
向
け
た
取
り

組
み
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
太
田
・
片
無

去
地
区
に
お
い
て
利
用
可
能
な
新
た
な
地
下

水
源
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
平
成
24
年
度
に
改
定
し
た
水

道
料
金
の
算
定
期
間
の
最
終
年
度
に
あ
た
り

ま
す
。
減
少
す
る
収
益
と
増
加
す
る
費
用
で

事
業
経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
中
、
一

層
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
前
回
改
定
時

に
残
さ
れ
た
課
題
を
勘
案
し
な
が
ら
、
料
金

見
直
し
の
検
討
を
進
め
、
水
道
事
業
の
健
全

な
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
が

続
く
中
、
施
設
の
建
設
か
ら
維
持
管
理
に
移

行
す
る
こ
と
を
見
据
え
て
下
水
道
事
業
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し

て
い
る
く
み
取
り
し
尿
等
を
、
下
水
道
終
末

処
理
場
に
受
け
入
れ
、
一
元
処
理
す
る
施
設

を
完
成
さ
せ
る
ほ
か
、
公
共
下
水
道
に
よ
る

整
備
を
予
定
し
て
い
な
い
地
区
で
の
個
人
に

よ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
支
援

を
継
続
し
、
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

　

高
速
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、
3

月
12
日
に
道
東
自
動
車
道
白
糠
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
阿
寒
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

の
区
間
と
、
釧
路
外
環
状
道
路
釧
路
西
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
釧
路
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
の
区
間
が
開
通
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

『
道
東
自
動
車
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
厚
岸
』に
、

7
0
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
釧
路

よ
り
東
へ
進
む
高
速
道
路
の
整
備
に
対
す
る

町
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
強
い
期
待
を
実

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
へ
の
要
望
活
動
の
主
体
で
あ
る
北
海
道

横
断
自
動
車
道
釧
路
・
根
室
間
建
設
促
進
期

成
会
で
は
、
沿
線
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

踏
ま
え
、
釧
路
・
根
室
間
1
1
9
㌔
の
う
ち
、

優
先
的
に
整
備
を
要
望
す
る
区
間
と
し
て
、

津
波
浸
水
予
想
区
域
が
あ
る
厚
岸
町
尾
幌
か

ら
糸
魚
沢
間
の
27
・
5
㌔
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
声
を
国

へ
届
け
、
経
済
の
活
性
化
や
防
災
対
策
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
高
速
道
路
整
備
を
実

現
す
る
た
め
、
関
係
市
町
村
や
団
体
と
の
連

携
の
も
と
、
要
望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
苫
多
道
路
の

法
面
改
修
と
湾
月
町
通
り
の
歩
道
整
備
を
完

了
さ
せ
る
ほ
か
、
太
田
門
静
間
道
路
と
床
潭

末
広
間
道
路
の
整
備
、
厚
岸
駅
構
内
人
道
跨

線
橋
の
改
修
、
松
葉
町
通
り
の
ほ
か
、
路
面

の
損
傷
が
著
し
い
箇
所
の
オ
ー
バ
ー
レ
イ
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
宮
園
町
東
4

の
通
り
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
太
田
地
区
の
冬
期
間
の
交
通
障
害

対
策
と
し
て
、
防
雪
柵
整
備
に
向
け
た
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。

　

鉄
道
や
バ
ス
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
花
咲
線
が
3
月
26
日
以
降
、

上
下
線
合
わ
せ
て
5
便
が
減
便
と
な
り
ま
す

が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
移
動
手
段

と
し
て
の
公
共
交
通
の
役
割
は
大
き
い
こ
と

か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
安
全
で
安
心

な
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
町
民
利
用
を
引
き
続
き
全

路
線
で
実
施
し
ま
す
。

　

住
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
省
エ
ネ
・

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
新
築

に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

厚
岸
町
長

若
狹　

靖

の
り
め
ん

こ
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じ
ゅ
ん
し
ゅ

ふ
っ
し
ょ
く

は
っ

さ
い 助

成
を
継
続
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
普
及
で
は
、

厚
岸
町
防
災
訓
練
と
し
て
、
避
難
訓
練
を
継

続
実
施
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
の

避
難
所
運
営
を
想
定
し
た
訓
練
を
よ
り
実
効

性
の
あ
る
内
容
で
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
防
災
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
発

災
後
5
年
が
経
過
し
た
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
と
の
連
携
に
よ
る
避
難
所
運

営
演
習
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る
防

災
標
語
の
募
集
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
子

ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め

の
防
災
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
、
衛
生
、
景
観
等
で
地
域
住

民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
町

内
の
空
き
家
の
概
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
踏

ま
え
、
空
き
家
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

治
山
対
策
に
つ
い
て
は
、
決
壊
箇
所
の
復

旧
や
危
険
箇
所
の
予
防
対
策
と
し
て
梅
香
、

筑
紫
恋
、
尾
幌
な
ど
に
お
い
て
、
北
海
道
が

き
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
、
情
報
提
供

や
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
防
災
対
策
上
、
重
要

な
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、
厚
岸
消
防
署
・
釧

路
東
部
消
防
組
合
本
部
庁
舎
の
津
波
浸
水
予

想
区
域
外
へ
の
移
転
改
築
に
つ
い
て
、
建
設

財
源
で
あ
る
釧
路
東
部
消
防
組
合
が
発
行
す

る
緊
急
防
災
・
減
災
対
策
事
業
債
の
次
年
度

以
降
の
償
還
財
源
を
一
般
会
計
が
負
担
す
る

こ
と
で
財
源
確
保
を
図
り
、
本
年
度
の
完
成

を
目
指
し
た
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
消
防
署
が
行
う
救
急
・
救
命

活
動
を
強
化
す
る
た
め
の
高
規
格
救
急
自
動

車
の
更
新
、
消
火
救
急
活
動
の
安
全
性
を
高

め
る
た
め
の
救
助
用
資
機
材
の
更
新
、
消
防

団
員
の
災
害
活
動
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
安
全
装
備
品
の
整
備
費
を
負
担
し
支
援

し
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
、
地
震
・
津
波
災
害
の
対

策
で
は
、
自
治
会
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望

に
応
じ
、
梅
香
地
区
の
桜
通
り
頂
上
横
高
台

避
難
場
所
へ
の
避
難
階
段
を
整
備
す
る
ほ
か
、

塩
害
に
よ
る
劣
化
が
著
し
い
小
島
地
区
の
防

災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
を
更
新
す
る
と

と
も
に
、
平
成
24
年
6
月
に
北
海
道
が
示
し

た
津
波
浸
水
予
測
図
で
浸
水
区
域
と
な
っ
た
、

沿
岸
か
ら
離
れ
た
白
浜
、
宮
園
地
区
の
一
部

と
光
栄
地
区
の
、
災
害
そ
の
他
緊
急
時
に
お

け
る
情
報
伝
達
体
制
を
補
完
す
る
た
め
、
新

た
に
屋
外
拡
声
子
局
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

賞
味
期
限
切
れ
と
な
る
備
蓄
用
の
食
料
と
飲

料
水
を
引
き
続
き
更
新
す
る
ほ
か
、
二
次
避

難
所
と
な
る
太
田
地
区
に
新
た
に
備
蓄
物
資

を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
が

行
う
防
災
資
機
材
の
整
備
や
活
動
に
対
す
る

　

町
営
住
宅
の
整
備
で
は
、
奔
渡
団
地
の
う

ち
昭
和
59
年
度
に
建
設
し
た
住
宅
の
外
壁
改

修
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
ま

ち
な
か
団
地
の
整
備
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
用
途
地
域
と
都

市
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
生
活
と
産
業

が
調
和
し
た
特
色
あ
る
都
市
づ
く
り
を
目
指

す
ほ
か
、
公
園
に
つ
い
て
は
適
切
な
管
理
維

持
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
悲
惨
な
事
故
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
求
め
る

と
と
も
に
、
通
学
道
路
な
ど
の
現
地
調
査
を

行
い
、
危
険
な
箇
所
へ
の
交
通
安
全
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
要
望
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
で
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗

し
た
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
詐

欺
の
手
口
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
引
き
続

事
業
主
体
と
な
り
6
件
の
治
山
工
事
を
行
う

予
定
で
す
。
ま
た
、
危
険
が
予
想
さ
れ
る
箇

所
や
復
旧
を
要
す
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
北
海
道
に
要
望
し
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
奔
渡
川
の
護
岸

改
修
を
継
続
す
る
ほ
か
、
矢
臼
別
演
習
場
内

の
河
川
に
お
け
る
土
砂
流
出
対
策
と
未
整
備

流
域
の
調
査
・
設
計
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
国

に
要
望
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
ご
み
の
減

量
化
と
資
源
化
の
徹
底
を
推
進
し
ま
す
。

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
厚
岸

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
層
の
利
用
増
進
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用

光
ケ
ー
ブ
ル
を
増
設
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
に
満
ち
た
活
力
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

厚
岸
町
の
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
2
月
4
日
に
加
盟
12

カ
国
に
よ
る
調
印
が
行
わ
れ
、
昨
年
10
月
の

大
筋
合
意
の
内
容
が
確
定
し
ま
し
た
。
本
町

の
基
幹
産
業
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
面
が
危

惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
は
『
総
合
的

な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
』
を
決
定
し
、
関

連
し
た
事
業
の
新
設
や
、
予
算
を
確
保
す
る

な
ど
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
関
す
る
国
民
の
皆
さ

ん
の
不
安
を
払
拭
す
る
方
策
を
明
ら
か
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

厚
岸
町
と
し
て
は
、
政
府
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
手
立
て
に
必
要

な
予
算
を
確
保
し
、
対
策
を
着
実
に
遂
行
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
な
ど
、
今
後
も
関
係
す
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か
ご

に
さ
ば
き
じ
ょ

は
く
ち

せ
い
お
ん
い
き

じ
り
ょ
う

そ

し
り
ょ
う

農
者
や
経
営
継
承
者
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て

い
く
こ
と
が
、
厚
岸
町
の
農
業
が
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
飼
料
生
産
基
盤
の
整
備
に
よ

る
草
地
型
酪
農
に
立
脚
し
た
経
営
基
盤
の
強

化
に
努
め
る
ほ
か
、
新
規
就
農
支
援
な
ど
に

よ
り
、
魅
力
あ
る
就
農
環
境
の
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
支
援
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
良
質
な
粗

飼
料
確
保
の
た
め
尾
幌
第
2
地
区
に
お
い
て
、

道
営
事
業
に
よ
る
草
地
整
備
事
業
が
継
続
実

施
さ
れ
る
ほ
か
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
釧
路

太
田
東
部
地
区
の
草
地
整
備
事
業
が
実
施
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
釧
路
太
田
農
業
協
同
組
合
で
運
営

す
る
農
作
業
受
委
託
事
業
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
に
用
い
る
作
業
機
械
の
更

新
を
支
援
し
、
良
質
な
粗
飼
料
を
生
産
す
る

草
地
型
酪
農
経
営
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

浜
中
町
農
業
協
同
組
合
の
事
業
主
体
に
よ
り
、

本
年
度
か
ら
2
カ
年
で
ト
ラ
イ
ベ
ツ
地
区
に

整
備
さ
れ
る
搾
乳
牧
場
の
整
備
を
支
援
し
ま

す
。

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
粒
の
そ
ろ
っ
た
高
品
質

な
カ
キ
の
量
産
を
目
指
し
て
新
し
い
養
殖
資

材
の
有
用
性
を
検
討
す
る
な
ど
、
そ
の
方
法

を
研
究
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
カ
キ
養
殖
業
の
基
盤
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ン

グ
ル
シ
ー
ド
種
苗
の
供
給
に
加
え
、
厚
岸
漁

業
協
同
組
合
が
行
う
カ
キ
人
工
種
苗
生
産
施

設
に
カ
キ
種
苗
セ
ン
タ
ー
か
ら
幼
生
や
餌
料

藻
類
を
供
給
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
場
で

カ
キ
種
苗
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ア
ザ
ラ
シ
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
被
害
状
況
の
把
握
を
継
続
し
、

国
や
北
海
道
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
、
有
害
駆
除
も
視
野
に
入
れ
た
将
来
の

防
除
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

近
年
に
お
け
る
厚
岸
町
の
農
業
は
、
国
際

的
な
農
業
交
渉
や
生
産
費
用
の
増
加
、
担
い

手
の
減
少
に
よ
る
離
農
や
高
齢
化
な
ど
、
将

来
へ
の
不
安
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
26
年
度
か
ら
新
規
就
農
支
援

を
拡
充
し
た
こ
と
で
新
た
な
就
農
者
が
着
業

し
て
お
り
、
既
存
農
家
は
も
と
よ
り
新
規
就

る
団
体
と
連
携
し
て
、
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
対
応
を
し
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
1
月
か
ら
ロ

シ
ア
2
0
0
海
里
水
域
に
お
け
る
流
し
網
漁

が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
年
続
い
た

『
北
洋
さ
け
・
ま
す
漁
業
』が
事
実
上
の
終
え

ん
を
迎
え
、
北
洋
漁
業
で
栄
え
て
き
た
厚
岸

町
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
昨
年
末
か
ら
Ｔ

Ｐ
Ｐ
対
策
と
と
も
に
国
や
北
海
道
の
支
援
策

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
岸
町
と
し
て

も
地
域
全
体
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
基
幹
産

業
で
あ
る
水
産
業
の
維
持
・
発
展
に
向
け
、

厚
岸
漁
業
協
同
組
合
が
整
備
す
る
カ
キ
人
工

種
苗
生
産
施
設
や
貯
氷
・
冷
蔵
施
設
等
へ
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
本
年
か
ら
出
漁
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
漁
船
の
代
替
漁
業
対

策
と
し
て
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
共

同
利
用
漁
船
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

　

沿
岸
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

漁
業
者
が
漁
を
行
う
コ
ン
ブ
資
源
の
増
殖
の

た
め
に
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
昆
布

漁
場
改
良
事
業
や
漁
場
造
成
環
境
調
査
事
業

な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
取
り
組
む
ホ
タ
テ
篭
養
殖
試
験
事
業
を

支
援
し
ま
す
。

　

厚
岸
漁
港
の
整
備
で
は
、
国
の
直
轄
特
定

漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
く
、
衛
生

管
理
型
漁
港
施
設
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
整
備
は
、
流
通
、

加
工
な
ど
を
含
め
、
安
全
で
安
心
な
水
産
物

の
供
給
拠
点
と
し
て
重
要
な
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
国
に
強
く
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
に

よ
る
市
場
移
転
に
向
け
た
荷
捌
所
整
備
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

床
潭
漁
港
に
つ
い
て
は
、
西
側
泊
地
と
東

側
泊
地
の
静
穏
域
確
保
の
た
め
、
現
在
、
北

海
道
が
静
穏
度
解
析
を
行
い
、
整
備
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
外
防
波
堤
の
整
備
等

に
よ
り
、
早
期
に
静
穏
域
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
保
全
事
業
に
つ
い
て
も
、
早

期
整
備
を
国
や
北
海
道
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

カ
キ
種
苗
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
良
質

な
種
苗
を
生
産
者
に
安
定
供
給
す
る
た
め
、

優
れ
た
性
質
を
持
っ
た
親
貝
の
管
理
に
努
め

る
ほ
か
、
餌
料
藻
類
培
養
シ
ス
テ
ム
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
効
率

的
な
種
苗
生
産
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
飼
育

に
適
し
た
海
水
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
な

海
水
取
水
経
路
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

カ
キ
育
成
技
術
に
つ
い
て
は
、
厚
岸
漁
業

協
同
組
合
と
連
携
し
て
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
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ぼ
う
え
き

し
よ
う

ち
し
ゅ

有
林
内
の
林
地
残
材
を
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
水

分
調
整
材
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

し
い
た
け
生
産
に
つ
い
て
は
、
し
い
た
け

価
格
の
低
迷
や
資
材
の
高
止
ま
り
な
ど
に
よ

り
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
可
能
な
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
生
産
者
の
組
織
化
を
図
る
た
め
に
必
要

な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
新
規
着
業
者
の

募
集
を
継
続
し
な
が
ら
、
生
産
者
と
連
携
し

受
入
支
援
に
努
め
ま
す
。 

　

道
東
地
域
の
景
気
は
、
着
実
に
持
ち
直
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
厚
岸
町
に
お

い
て
は
十
分
に
実
感
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
第
一
次
産
業
や
製
造
業
、

観
光
業
な
ど
で
取
り
込
ん
だ
財
貨
を
可
能
な

限
り
町
内
で
循
環
さ
せ
る『
域
内
循
環
』を
促

進
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
中
核
を
担
う
中

小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
『
厚
岸
町
中
小

企
業
振
興
計
画
』
の
着
実
な
推
進
に
、
厚
岸

町
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

畜
ふ
ん
尿
の
有
効
利
用
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
な
ど
、
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
農

畜
産
物
の
生
産
を
目
標
と
す
る
環
境
保
全
型

農
業
を
推
進
し
ま
す
。　

　

町
営
牧
場
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
預
託

牛
の
適
正
な
育
成
管
理
の
も
と
、
牧
場
運
営

経
費
の
節
減
と
、
な
お
一
層
の
飼
養
管
理
技

術
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
本
年
度
は
、
良
質

な
粗
飼
料
の
確
保
を
図
る
た
め
、
道
営
事
業

に
よ
り
セ
タ
ニ
ウ
シ
団
地
の
草
地
整
備
を
引

き
続
き
進
め
る
ほ
か
、
粗
飼
料
の
保
管
施
設

を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
衛
生
管
理
の
向
上

を
図
る
た
め
隔
離
牛
舎
の
整
備
に
向
け
た
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

町
有
林
に
つ
い
て
は
、
造
林
事
業
の
安
定

的
な
事
業
量
の
確
保
に
よ
り
、
林
業
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
森
林
の

多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
り
つ
つ
、
持
続
可

能
な
循
環
型
林
業
を
確
立
す
る
た
め
、
計
画

的
な
森
林
施
業
を
進
め
ま
す
。

　

私
有
林
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
民
有

林
振
興
対
策
事
業
お
よ
び
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

林
業
担
い
手
対
策
と
し
て
は
、
就
労
の
長

期
化
・
安
定
化
の
促
進
と
林
業
労
働
力
の
確

保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

る
森
林
整
備
担
い
手
対
策
推
進
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
の
森
植
樹
祭
に
つ
い
て
は
、
町
民
参

加
の
森
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
本
年
度
も
支

援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
北
海
道
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用

に
関
す
る
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
森
林
資
源
利
活
用
事
業
を
実
施
し
、
町

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
体
組
織
で
あ
る
釧
路
太
田
集
落

お
よ
び
中
山
間
浜
中
・
別
寒
辺
牛
集
落
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た

効
率
的
な
事
業
展
開
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払
事
業
に
つ
い
て

も
、
事
業
主
体
組
織
で
あ
る
釧
路
太
田
広
域

保
全
活
動
組
織
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

地
域
の
共
同
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
釧
路
太
田
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
で
計
画
し
て
い
る
乳
製
品
加
工
施
設
の

整
備
な
ど
、
6
次
産
業
化
や
高
付
加
価
値
化

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

家
畜
防
疫
に
つ
い
て
は
、
家
畜
伝
染
病
の

発
生
予
防
の
た
め
、
引
き
続
き
予
防
注
射
や

伝
染
病
検
査
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
農
場

周
辺
で
の
消
毒
の
徹
底
や
関
係
者
以
外
の
立

入
制
限
な
ど
、
飼
養
衛
生
管
理
の
指
導
と
啓

発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
家

　

ま
た
、
厚
岸
町
商
工
会
や
金
融
機
関
と
連

携
し
て
事
業
者
の
設
備
運
転
資
金
の
需
要
に

応
じ
た
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
、
町
の
融

資
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
公
的
資
金
の

周
知
と
有
効
な
活
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
10
月
に
蒸
留
を
開
始
す
る

厚
岸
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
溜
所
の
運
営
に
関
し
、

町
と
し
て
で
き
る
支
援
を
行
い
、
ま
ち
の
活

性
化
に
資
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
道
東
自
動
車
道
の
延

伸
や
、
台
湾
や
中
国
と
釧
路
を
結
ぶ
航
空
チ

ャ
ー
タ
ー
便
の
増
便
な
ど
、
釧
路
地
域
に
お

け
る
観
光
客
の
増
加
が
期
待
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
一
層

の
観
光
客
誘
致
を
図
る
た
め
、
釧
路
町
・
厚

岸
町
・
浜
中
町
広
域
観
光
推
進
協
議
会
な
ど

と
の
連
携
強
化
に
よ
る
広
域
観
光
情
報
の
発

信
と
観
光
関
連
の
ガ
イ
ド
の
育
成
・
活
用
、

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
情
報
の
発
信
に
あ
た
っ
て
は
、
厚
岸

町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の『
う
み
え
も
ん
』を

活
用
し
て
道
内
外
の
観
光
・
物
産
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
積
極
的
な
発
信
に
努
め
る
ほ
か
、
町

や
厚
岸
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

新
鮮
で
魅
力
的
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

厚
岸
道
立
自
然
公
園
の
国
定
公
園
化
に
つ

い
て
は
、
厚
岸
湖
に
お
け
る
公
園
内
の
地
種

区
分
の
変
更
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
厚
岸

漁
業
協
同
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
と

調
整
し
な
が
ら
進
め
、
早
期
実
現
に
努
め
ま

す
。

　

厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
コ
ン
キ
リ
エ
に

つ
い
て
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報
発
信

や
首
都
圏
・
関
西
方
面
で
の
誘
客
活
動
な
ど
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の
救
急
医
療
な
ど
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
存
続
に
は
、
診
療
体
制
の
維

持
が
最
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、
通
年
で
医
師

確
保
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
内

科
3
人
、
外
科
1
人
、
小
児
科
1
人
の
3
科
、

常
勤
医
師
5
人
体
制
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
医
科
大
学
を
は
じ
め
、
関
係
医
療
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
継
続
し
た
医
療
提

供
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

整
形
外
科
と
脳
神
経
外
科
の
専
門
外
来
は
、

釧
路
市
内
の
総
合
病
院
と
の
連
携
を
継
続
し

ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
厚
岸
病
院
の
将
来
を
担
う
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、
医
師
、
薬
剤
師
、
看

護
師
な
ど
を
目
指
す
者
に
対
し
て
の
支
援
策

を
検
討
し
ま
す
。

　

入
院
病
棟
に
つ
い
て
は
、
一
般
55
床
を
全

科
で
効
率
的
な
利
用
を
図
り
、
急
性
期
患
者

か
ら
慢
性
期
患
者
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
態

の
患
者
の
受
け
入
れ
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
的
治
療
が
必
要
と
さ
れ
る
患

　

ま
た
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く

特
定
教
育
・
保
育
施
設
に
移
行
す
る
町
内
の

幼
稚
園
に
対
し
、
運
営
に
必
要
な
給
付
を
行

い
ま
す
。

　

福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
を

行
う
家
庭
の
経
済
的
支
援
と
し
て
、
小
学
生

ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、『
第
2
期
み
ん
な
す
こ
や
か
厚
岸
21
』に

基
づ
き
事
業
を
推
進
し
、
町
民
一
人
一
人
が

生
涯
に
わ
た
り
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
た
各
種
事
業
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
に
努

め
、
健
康
増
進
に
向
け
た
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。

　

保
健
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
と
疾
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、

各
種
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
の
勧
奨
を
積
極

的
に
行
い
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
種
感
染
症

に
対
す
る
危
機
管
理
意
識
向
上
の
た
め
の
周

知
と
予
防
接
種
の
勧
奨
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
追
加
さ
れ
る
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

円
滑
な
推
進
に
努
め
る
ほ
か
、
平
成
27
年
度

に
策
定
し
た
『
厚
岸
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
行
動
計
画
』
に
基
づ
き
、
発
生
に
備
え
た

準
備
を
進
め
ま
す
。

　

町
立
厚
岸
病
院
の
役
割
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
命
と
健
康
を
支
え
る
中
核
的
な
医
療
機

関
と
し
て
、
慢
性
疾
患
を
中
心
に
心
の
か
よ

っ
た『
か
か
り
つ
け
医
』に
よ
る
医
療
の
提
供

を
行
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
公
立
病
院
と
し
て
民
間
の
医
療
機

関
が
行
わ
な
い
地
域
に
お
け
る
高
度
な
医
療

や
、
不
採
算
と
さ
れ
る
小
児
医
療
と
24
時
間

が
功
を
奏
し
、
入
館
者
・
売
上
と
も
に
年
々

伸
び
て
お
り
、
今
後
も
食
や
味
覚
を
核
と
し

た
厚
岸
観
光
の
中
核
拠
点
施
設
と
し
て
の
役

割
を
担
う
た
め
、
経
営
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
や
機
能
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
都
市
地
域
の
人
材
を
活
用
し
て

地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く
活
動
を
展
開
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
2
人
を
本
年
度
か
ら

採
用
し
、
コ
ン
キ
リ
エ
で
の
新
た
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
構
築
や
施
設
運
営
の
魅
力
向
上
な

ど
の
活
動
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
魅
力
あ
る
観

光
拠
点
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
と
し
て
の
防
災
拠
点
施
設

機
能
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
駐
車
場
の

拡
張
整
備
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
国
な
ど

の
関
係
機
関
に
支
援
を
要
請
し
ま
す
。

　

雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
は
、
釧

路
地
域
の
有
効
求
人
倍
率
が
昨
年
を
上
回
る

高
水
準
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
厚
岸
町
に

お
い
て
は
新
卒
者
の
多
く
が
就
業
の
場
を
求

め
町
外
に
流
出
し
て
お
り
、
地
元
に
お
け
る

雇
用
の
安
定
と
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
厚
岸
町
雇
用
対
策
連
絡
会
議
な
ど

を
通
じ
、
町
内
の
各
企
業
、
団
体
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
し
ま
す
。
本
年
度
は
新
た
に
、

町
内
事
業
所
の
求
人
情
報
を
取
り
ま
と
め
て

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
発
信
す
る

ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
求
職
者

に
求
人
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
健
や
か
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
む
『
厚
岸

町
未
来
創
生
総
合
戦
略
』
に
お
い
て
は
、
子

育
て
支
援
を
重
点
の
一
つ
と
し
、
将
来
の
人

口
減
少
を
少
し
で
も
抑
制
す
る
た
め
、
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援

策
の
基
本
的
な
方
向
性
と
主
要
施
策
を
示
す

『
厚
岸
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
』

に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
推
進
し
な
が
ら
、

町
単
独
事
業
で
あ
る
子
育
て
お
助
け
ブ
ッ
ク

の
配
付
、
出
産
祝
金
の
支
給
、
妊
婦
健
康
診

査
通
院
費
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
額
な
費
用
が
伴
う
特
定
不
妊
治
療
に
対
し

て
、
そ
の
費
用
の
助
成
を
新
た
に
実
施
す
る

ほ
か
、
平
成
27
年
度
に
国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
実
施
し
た
第
2
子
以
降
の
保
育
料
の
2

割
助
成
は
、
町
の
単
独
事
業
と
し
て
継
続
し

ま
す
。

　

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
の
結
果

や
施
設
の
老
朽
化
と
児
童
数
の
推
移
を
踏
ま

え
た
施
設
整
備
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
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き
続
き
厳
し
い
運
営
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
な
ど
に
よ
る

医
療
費
の
抑
制
や
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
給
付
財
源
の
確
保
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
と
の

共
同
運
営
に
つ
い
て
、
北
海
道
や
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
、
適
切
に
準
備
を
進
め
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
ま
で
に
要
支
援
者
の
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
予
防
通
所
介
護
と
予
防
訪
問
介
護
が

市
町
村
事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
保
障
と
自
立
支
援
に
つ
い
て
は
、
生

活
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
相
談
に
適
切
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

各
種
制
度
を
活
用
し
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る

臨
時
福
祉
給
付
金
と
、
新
た
に
実
施
さ
れ
る

祉
協
議
会
と
協
働
し
成
年
後
見
機
関
の
設
置

を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
『
第
6
期
厚

岸
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
』
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

の
高
齢
者
を
支
援
す
る
人
材
の
養
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

用
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
車
い
す
利
用
者
が
、
町
外
に
通
院

す
る
際
に
負
担
と
な
る
交
通
費
を
支
援
し
ま

す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園
お
よ
び
在

宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

指
定
管
理
者
が
行
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

つ
い
て
は
、
継
続
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
を
公
表
し
、
施
設
運
営
の
透
明
性
の

確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設『
こ
こ
み
』に
つ
い
て

は
、
今
後
も
平
成
24
年
度
の
開
設
以
来
の
健

全
経
営
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、『
こ
こ
み
』

を
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
自
宅
で
健
康
に
生

活
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
を
支
援
す
る
役
割

に
即
し
た
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、
『
第
4
期
厚
岸

町
障
が
い
者
基
本
計
画
』『
第
4
期
厚
岸
町
障

が
い
福
祉
計
画
』
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ

る
障
害
者
差
別
禁
止
法
の
町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
理
解
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。　

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や

一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
増
大
に
伴
い
、
引

者
は
、
釧
路
市
内
の
総
合
病
院
な
ど
2
次
医

療
機
関
へ
の
適
切
な
紹
介
を
速
や
か
に
行
い

ま
す
。

　

広
域
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町

村
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

小
児
救
急
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
な
ど
の
体

制
維
持
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
厚
岸
郡
に
お

け
る
救
急
医
療
に
つ
い
て
、
浜
中
町
と
の
連

携
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
く
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
や
家
庭
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
平
成
28
年
度

を
始
期
と
す
る
『
第
3
期
厚
岸
町
地
域
福
祉

計
画
』
に
基
づ
き
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
希

望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
福
祉
に
関
わ
る

全
て
の
人
や
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
促
進
し
、
共
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
権
利
擁
護
事

業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
厚
岸
町
社
会
福

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
と
の
連
携
に
よ

り
万
全
な
体
制
を
整
え
ま
す
。

個
性
と
感
性
が
き
ら
め
く

ま
ち
づ
く
り　

　

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
教
育
環
境
を
整

備
し
、
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
、
行
政
の
責

務
で
す
。

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
町
長
と
教

育
委
員
会
を
構
成
員
と
す
る
総
合
教
育
会
議

を
設
置
し
、
昨
年
8
月
に
は
厚
岸
町
の
教
育

行
政
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
『
厚

岸
町
教
育
大
綱
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
総
合
教
育
会
議
で
の
協
議
と
対

話
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
委
員
会

と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
厚
岸
町
の

教
育
水
準
の
向
上
と
教
育
振
興
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

に
快
適
な
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
各

校
舎
の
適
切
な
管
理
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

本
年
度
は
、
太
田
中
学
校
の
玄
関
前
の
舗
装

整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
住
の
江
地
区

の
教
員
住
宅
1
棟
を
改
修
し
、
教
職
員
の
住

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

厚
岸
町
で
も
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教

育
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
、

携
帯
型
情
報
端
末
を
太
田
小
学
校
と
太
田
中

学
校
に
導
入
し
、
そ
の
教
育
効
果
に
つ
い
て

検
証
を
進
め
ま
す
。

　

就
学
支
援
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
援
助
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も
が
み

と
く
な
い
お
う

た
ど

　

人
事
評
価
の
給
与
へ
の
反
映
は
翌
年
度
に

な
り
ま
す
が
、
公
平
性
・
客
観
性
・
透
明
性

の
高
い
制
度
運
用
に
努
め
な
が
ら
、
職
員
の

主
体
的
な
職
務
遂
行
や
自
己
啓
発
の
促
進
、

職
員
の
人
材
育
成
と
組
織
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　

地
方
財
政
計
画
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
0
・
3
％
の
減
、

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
16
・
3
％

の
減
と
な
る
一
方
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

前
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
た
と
の
見
方
に
よ

り
、
地
方
税
や
地
方
譲
与
税
等
が
大
き
く
伸

び
て
お
り
、
地
方
が
安
定
的
な
財
政
運
営
を

行
え
る
一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
た
と
す
る

内
容
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度
一
般

会
計
予
算
案
の
歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
で
は
、

好
調
な
収
入
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
前
年
度

よ
り
も
約
1
千
万
円
増
の
約
10
億
1
千
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

品
の
需
要
拡
大
、
さ
ら
に
は
産
業
振
興
に
寄

与
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
厚
岸
町
に
対
す
る

寄
附
者
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ

と
で
、
厚
岸
町
に
寄
附
し
て
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
制
度
を
構
築
し
ま
す
。

　

本
年
1
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対

策
の
行
政
手
続
で
利
用
が
開
始
さ
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
1

月
か
ら
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
介

し
た
国
の
機
関
と
の
情
報
連
携
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
国
の
方
針
に
基
づ
い

た
更
な
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

本
年
4
月
か
ら
、
地
方
公
務
員
法
に
基
づ

き
、
職
員
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た

り
発
揮
し
た
能
力
お
よ
び
挙
げ
た
業
績
を
公

正
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
主
体
的
な

職
務
の
遂
行
お
よ
び
よ
り
高
い
能
力
を
持
っ

た
職
員
の
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
能
力
・

実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
組
織
全
体
の
士
気
高
揚
を
促
し
、
公
務

能
率
の
向
上
に
つ
な
げ
、
最
終
的
に
は
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
土
台
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
に
、
職
員
の
人
事
評
価
制
度
を
施
行
し

ま
す
。

の
ほ
か
、
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
へ
通
学
す
る

生
徒
に
対
す
る
通
学
費
一
部
助
成
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
快
適
な
環
境
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
宮
園

公
園
野
球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
そ
の
排
水

設
備
を
改
修
し
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り　

　

町
内
の
各
種
団
体
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
す
る『
ま
ち
お
こ
し
補
助
金
制
度
』

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
積
極

的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
制
度
の
周
知
と
各
種

団
体
へ
の
活
用
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
連
帯
感
に
あ
ふ
れ
た
安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
を
行
う

自
治
会
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
施
設
の
計
画

的
な
改
修
や
修
繕
を
行
い
、
施
設
の
維
持
・

管
理
に
努
め
ま
す
。

　

交
流
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
年
7
月
で
山

形
県
村
山
市
と
の
友
好
都
市
提
携
か
ら
25
年

を
迎
え
る
ほ
か
、
友
好
都
市
交
流
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
偉
大
な
る
北
方
探
検
家
の
最
上

徳
内
翁
の
生
誕
2
6
0
年
と
い
う
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。

　

村
山
市
で
は
、
徳
内
翁
の
足
跡
を
辿
る
記

念
事
業
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
の
記

念
事
業
へ
の
参
加
に
際
し
て
は
、
友
好
都
市

提
携
25
周
年
を
記
念
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
訪
問
し
、
徳
内
翁
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
、
友
好
の
絆
を
深
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
本
格
的
に
推
進
す
る
『
厚
岸

町
未
来
創
生
総
合
戦
略
』
に
つ
い
て
は
、
町

と
町
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
・
団
体
等
が

連
携
し
た
体
制
の
も
と
で
施
策
の
評
価
・
点

検
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し

を
行
う
な
ど
、
効
果
的
か
つ
着
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

今
後
の
行
政
運
営
に
お
け
る
大
き
な
課
題

の
一
つ
に
、
町
有
施
設
の
老
朽
化
問
題
が
あ

り
ま
す
。
厚
岸
町
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

町
有
施
設
の
長
寿
命
化
を
含
め
た
今
後
の
方

針
を
示
す
総
合
的
な
管
理
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

ま
た
、
電
力
の
自
由
化
に
伴
う
町
有
施
設

の
管
理
経
費
の
削
減
を
検
討
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
検
討
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
か
ら
多
く
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
寄
附
者

へ
の
返
礼
品
制
度
を
6
月
を
目
処
に
開
始
し

ま
す
。
寄
附
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の
皆
さ
ん

に
、
厚
岸
町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
厚
岸
町

の
魅
力
を
配
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
場
産
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し

さ

　

国
は
現
時
点
に
お
い
て
、
地
方
が
必
要
と

す
る
一
般
財
源
総
額
の
確
保
は
平
成
30
年
度

ま
で
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は
不
透
明
な

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
地
方
財
政

対
策
に
注
視
し
つ
つ
、
財
政
健
全
化
の
取
り

組
み
を
今
後
に
お
い
て
も
緩
め
る
こ
と
な
く

継
続
し
、
第
5
期
厚
岸
町
総
合
計
画
に
掲
げ

た
財
政
健
全
化
指
標
の
目
標
達
成
に
努
め
る

ほ
か
、
厚
岸
町
未
来
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
人
口
減
少
対
策
に
資
す
る
事
業
を
確
実
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

む
す
び

　

厚
岸
町
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
今
、
こ
の
変
化
の
潮
目
を
的
確
に
捉
え

な
が
ら
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
時
に
来
て
い
ま
す
。

　

55
年
前
、
第
35
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統

領
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
就
任
演
説

約
10
億
5
1
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と

水
産
業
の
振
興
事
業
を
中
心
に
約
1
億
4
6

0
0
万
円
増
の
約
17
億
5
0
0
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
へ
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
約
8
億
円
を
計
上
し
、

年
度
途
中
で
の
収
支
不
足
分
は
、
執
行
状
況

を
勘
案
し
て
必
要
に
応
じ
て
年
度
末
ま
で
に

補
正
対
応
す
る
考
え
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歳
入
と
歳
出
の
見
通
し
の
中
、

一
般
会
計
の
収
支
不
足
額
は
、
総
合
戦
略
と

し
て
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
、
前
年
度
よ
り
も
約
1
億
4
1

0
0
万
円
増
の
約
6
億
1
2
0
0
万
円
と
な

り
、
同
額
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
、
収
支
の

均
衡
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た
め

に
は
、
基
金
残
高
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
取
り
崩
し
た
基
金
を
年
度

内
に
可
能
な
限
り
積
み
戻
す
た
め
の
財
源
を

確
保
し
対
応
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
は
、
約

83
億
7
2
0
0
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し

て
3
・
9
％
、
約
3
億
1
7
0
0
万
円
の
増

で
す
。
ま
た
、
一
般
会
計
と
6
つ
の
特
別
会

計
の
当
初
予
算
案
の
合
計
で
は
、
約
1
2
4

億
7
8
0
0
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て

4
・
3
％
、
約
5
億
1
8
0
0
万
円
の
増
で

す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
案
と
し

て
本
定
例
会
の
会
期
中
に
追
加
提
出
を
予
定

し
て
い
る
国
の
補
正
予
算
に
関
連
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
新
年
度
へ
の
繰
越
執
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
算
定
基
礎
と

な
る
人
口
に
つ
い
て
平
成
28
年
度
か
ら
は
、

昨
年
実
施
さ
れ
た
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
人

口
を
用
い
る
こ
と
と
な
り
人
口
減
に
よ
る
減

額
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
前
年
度
よ
り
も
約

3
5
0
0
万
円
増
の
約
33
億
8
8
0
0
万
円

の
計
上
で
す
。
こ
れ
は
前
年
度
の
交
付
決
定

額
が
約
37
億
7
7
0
0
万
円
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
年
度
内
に
お
け

る
補
正
財
源
を
確
保
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
と

予
算
執
行
に
支
障
が
で
な
い
よ
う
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
国
が
示
す

減
額
率
に
よ
る
試
算
を
踏
ま
え
、
前
年
度
よ

り
も
約
2
5
0
0
万
円
減
の
約
2
億
2
3
0

0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費

は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
約
16
億
7
0
0
0

万
円
、
扶
助
費
は
約
1
千
万
円
増
の
約
5
億

1
6
0
0
万
円
、
公
債
費
は
、
長
期
債
の
償

還
元
金
の
増
に
よ
り
約
1
9
0
0
万
円
増
の

で
「
国
が
あ
な
た
の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ

る
か
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
国
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
、
国
民
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

歴
史
的
な
転
換
を
迎
え
た
今
の
私
た
ち
に

と
っ
て
も
、
示
唆
と
な
る
一
節
で
す
。

　

私
は
願
う
。
「
厚
岸
を
愛
す
る
私
た
ち
一

人
一
人
が
、
未
来
の
責
任
を
共
有
し
、
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
新
し
い
発
展
の
姿

を
目
指
し
て
行
動
を
起
こ
す
と
き
で
す
」

　

私
は
、
そ
の
先
導
役
と
し
て
、
気
概
と
決

意
を
も
っ
て
目
の
前
の
厳
し
い
現
実
を
乗
り

越
え
、
確
実
に
未
来
へ
の
歩
み
を
進
め
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
施
策
を
着
実
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
町
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

28
年
度
の
町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
の
、
私
の

所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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と
』
を
活
用
し
た
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

　

3
点
目
は
、
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。

　

平
成
32
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
む
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
た
英
語
教
育
の
充
実
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
本
年
度
も
2
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
小
中
学
校
に
派
遣
し
、
外
国
語
に
慣
れ
親

し
ま
せ
る
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
素
地
や
基
礎
を
養
い
ま
す
。

【
豊
か
な
心
の
育
成
】

　

児
童
生
徒
に
、
自
他
の
生
命
や
人
権
を
尊

重
す
る
心
、
思
い
や
り
の
心
、
規
範
意
識
や

公
徳
心
、
自
然
を
愛
す
る
心
な
ど
、
豊
か
な

心
を
育
む
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
子
ど
も
の
人
間
関
係
力
を
育

む
生
徒
指
導
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
『
学
校
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
』
の
も
と
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
徹
底
し
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
今
後
も
、
『
い
じ

め
根
絶
に
向
け
た
一
学
校
一
運
動
』や『
学
級

満
足
度
調
査
』『
い
じ
め
実
態
調
査
』
な
ど
を

継
続
実
施
し
て
、
互
い
に
認
め
合
い
、
思
い

や
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
関
係
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
配
置
し
、
学
校
の
教
育
相
談
機
能
の
充

実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
心
の
成
長
を
側
面

か
ら
支
援
し
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

で
す
。

努
め
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
授
業
改
善
と
個
別
指
導
の
充

実
に
つ
い
て
で
す
。

　

各
教
科
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
習
熟
度

別
少
人
数
指
導
や
複
数
の
教
員
が
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
授
業
を
行
う
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
な
ど
、
個
に
応
じ
た
効
果
的
な
指
導
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
や
長
期
休
業
中
で
の
補
充

学
習
の
充
実
を
図
り
、
『
わ
か
る
』『
で
き
る
』

を
実
感
さ
せ
、
一
人
一
人
が
意
欲
を
持
っ
て

学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
各
種
学
力
調
査
結
果
の
分
析
か
ら
、

課
題
と
な
る
観
点
や
領
域
を
明
ら
か
に
し
、

授
業
改
善
や
学
習
習
慣
の
確
立
を
通
し
て
、

基
礎
学
力
の
定
着
と
活
用
力
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

　

2
点
目
は
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
・
産
業

・
施
設
を
生
か
し
た
教
育
の
推
進
で
す
。

　
『
厚
岸
音
頭
』の
児
童
生
徒
へ
の
普
及
を
は

じ
め
、
郷
土
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
文
化
を

継
承
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
、
多
様

な
産
業
、
特
色
あ
る
教
育
・
文
化
施
設
な
ど
、

厚
岸
町
の
財
産
で
も
あ
る
『
人
』『
も
の
』『
こ

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
や
情
報
化
、
国
際
化

の
進
展
な
ど
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、

高
度
化
・
複
雑
化
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
教
育
に
お
い
て

は
、
社
会
の
中
で
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子

ど
も
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
は
、
新
し
い
時
代
の
教

育
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
委
員
会
の
制
度

改
革
や
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
な
ど
の
教
育

改
革
を
急
速
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
制
度
改
革

を
受
け
、
本
町
で
は
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
を

実
施
期
間
と
し
た『
厚
岸
町
教
育
大
綱
』を
策

定
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厚
岸
町
教
育
大

綱
に
示
さ
れ
た
3
つ
の
基
本
方
針
で
あ
る『
自

ら
の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
教
育
の
充
実
』

『
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
と
支
援
の

充
実
』『
生
涯
学
習
の
充
実
と
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
振
興
』
に
向
け
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
厚
岸
町
教
育
大
綱
の
ほ
か
、

関
係
す
る
法
令
の
趣
旨
お
よ
び
平
成
27
年
度

の
教
育
行
政
執
行
方
針
の
検
証
を
踏
ま
え
、

本
町
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
振
興
を
図
る
べ

く
、
関
係
部
局
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
所
管
す
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
が
連
携
し
、

『
確
か
な
学
力
』『
健
康
な
体
』『
豊
か
な
心
』

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
み
、
児
童
生
徒
が
自
ら

の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
学
校
づ
く
り
を
基

本
方
針
と
し
て
、
次
の
9
つ
の
重
点
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
確
か
な
学
力
の
育
成
】

　

確
か
な
学
力
の
育
成
に
は
、
学
習
意
欲
を

基
盤
と
し
た
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
習
得
と
そ
の
活
用
を
通
じ
て
、
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
児
童
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
授
業
改
善
の
確

立
を
図
り
な
が
ら『
確
か
な
学
力
』の
育
成
に

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

厚
岸
町
教
育
長

厚
岸
町
教
育
長

富
澤　

泰

富
澤　

泰

厚
岸
町
教
育
長

富
澤　

泰

学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

そ 

じ
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し
ょ
う
へ
い

『
複
式
形
態
』の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
活
動

を
展
開
し
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
全
道
へ
き

地
複
式
教
育
研
究
大
会
釧
路
大
会
は
太
田
小

学
校
が
会
場
校
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28

年
度
の
プ
レ
大
会
を
含
め
、
研
究
・
運
営
の

両
面
で
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
家
庭
と
連
携
し
た
児
童
生
徒

の
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
い
て
で
す
。

　
『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』『
全
国
体

力
・
運
動
能
力
等
調
査
』
の
ほ
か
、
町
独
自

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
・
分
析
を
も
と

に
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
た

め
積
極
的
に
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
特
に
、

ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
情
報
端
末
機
器
の
使
い
方
・
与
え
方

に
つ
い
て
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
一

層
進
む
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

【
健
康
・
安
全
に
関
す
る
教
育
の
推
進
】

　

1
点
目
は
、
防
災
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

で
す
。

　
『
厚
岸
町
版
津
波
防
災
教
育
の
た
め
の
手
引

き
』
を
活
用
し
た
小
中
9
年
間
の
防
災
教
育

を
通
し
て
、
自
ら
の
力
で
状
況
に
応
じ
た
判

断
や
行
動
を
と
り
危
機
を
回
避
す
る
力
を
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、
高
い
防
災
意
識
を
持

ら
開
設
す
る
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校

だ
よ
り
等
を
通
し
て
学
校
情
報
の
発
信
に
努

め
、『
外
か
ら
見
え
る
学
校
づ
く
り
』を
推
進

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
評
議
員
制
度
や
学
校
関
係

者
評
価
を
活
用
し
、
家
庭
や
地
域
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
学
校
運
営
の
改
善
と
充
実
を
図

り
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
町
の
広
報
媒
体

を
通
じ
て
、
教
育
行
政
や
学
校
の
教
育
活
動

を
積
極
的
に
家
庭
・
地
域
に
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
曜
日
を
有
意
義
に
過
ご
せ
て
い

な
い
子
ど
も
た
ち
や
、
家
庭
・
地
域
で
の
活

動
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
全
国
的
な
教
育

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
3

回
の
土
曜
授
業
を
試
行
実
施
し
、
以
後
の
土

曜
授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
教
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い

て
で
す
。

　

指
導
室
お
よ
び
教
育
局
指
導
主
事
に
よ
る

学
校
教
育
指
導
や
町
立
教
育
研
究
所
、
北
海

道
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
『
授
業

力
向
上
研
修
会
』
の
開
催
、
校
内
研
修
の
充

実
と
学
校
外
に
お
け
る
各
種
研
修
会
や
講
座

等
へ
の
参
加
促
進
お
よ
び
職
場
へ
の
還
元
に

よ
り
、
教
え
る
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
と
指
導

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
へ
の
体
罰
な
ど
教
職
員
に

対
す
る
不
祥
事
防
止
に
向
け
た
指
導
を
徹
底

し
、
服
務
規
律
の
厳
正
保
持
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
研
究
校

を
指
定
し
、
公
開
研
究
授
業
・
研
究
協
議
を

通
し
て
、
教
員
の
授
業
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

へ
き
地
・
複
式
校
に
つ
い
て
は
、
児
童
間
の

交
流
授
業
を
実
施
し
『
へ
き
地
』『
小
規
模
』

　

道
徳
教
育
は
、
教
育
活
動
全
体
で
行
わ
れ

る
も
の
で
す
が
、
そ
の
要
と
も
い
え
る
道
徳

の
時
間
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
『
特
別
の
教

科　

道
徳
』
と
な
り
、
教
科
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
ま
す
。
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心

に
推
進
体
制
を
確
立
し
、
道
徳
の
授
業
に
つ

い
て
一
層
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保

護
者
や
地
域
に
学
習
の
様
子
や
学
校
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
公
開
し
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
学
校
内
外
に
お
け
る
体
験
活

動
の
促
進
に
つ
い
て
で
す
。

　

自
然
体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

高
齢
者
と
触
れ
合
う
活
動
な
ど
の
体
験
活
動

は
、
子
ど
も
の
社
会
参
加
に
向
け
た
貴
重
な

体
験
の
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、
道
徳
の
時
間

と
各
教
科
等
と
の
関
連
を
図
っ
た
一
体
感
の

あ
る
指
導
に
努
め
ま
す
。

【
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
】

　

1
点
目
は
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
で
す
。

　

家
庭
や
地
域
に
学
校
の
教
育
活
動
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
参
観
日
や
学
校
行
事
を

積
極
的
に
公
開
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か

た
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き

火
災
や
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、
普
通

救
命
講
習
等
を
実
施
し
、
学
校
教
育
全
体
を

通
し
て
体
制
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
安
全
面
に
つ
い
て
で
す
。

　

学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、

自
転
車
マ
ナ
ー
の
指
導
や
防
犯
訓
練
を
関
係

機
関
と
連
携
の
上
、
計
画
的
に
実
施
し
予
防

指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
・
保
護

者
・
地
域
関
係
者
に
よ
る
街
頭
指
導
や
通
学

路
の
安
全
点
検
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。
不
審

者
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
指
導
と
対
策
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
適
切
に
退
避
行
動

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
を
徹
底
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
よ
る
被
害
防
止
や

情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
を
図
る
た
め
、
警
察
や

携
帯
電
話
会
社
か
ら
外
部
指
導
者
を
招
聘
し
、

防
犯
教
室
や
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
健
康
面
に
つ
い
て
で
す
。

　

児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
歯

の
健
康
や
喫
煙
・
薬
物
乱
用
防
止
、
食
に
関

す
る
指
導
、『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』

運
動
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
町
民
が

つ
く
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
『
み
ん
な

す
こ
や
か
厚
岸
21
』
と
連
動
し
た
中
で
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能

力
に
つ
い
て
は
、
全
国
・
町
内
調
査
の
結
果

か
ら
、
小
中
学
校
と
も
に
向
上
の
兆
し
が
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
校
の
『
体
力
向

上
計
画
』
に
基
づ
き
、
授
業
改
善
を
図
り
な

が
ら
年
間
を
通
し
た
健
康
・
体
力
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
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児
童
生
徒
に
学
習
し
や
す
い
教
育
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
継
続
的
な
施
設
点
検
と
、

計
画
的
な
修
繕
を
行
い
、
施
設
状
況
の
把
握

と
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。
本
年
度

は
、
太
田
中
学
校
の
玄
関
前
の
舗
装
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
教
員
住
宅
に
つ
い
て
で
す
。

　

教
職
員
に
対
し
住
宅
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
効
果
的
な
維
持
補
修
の

実
施
と
、
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
本

年
度
は
、
住
の
江
地
区
住
宅
1
戸
の
外
観
お

よ
び
屋
内
を
補
修
し
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
り
入
居
不
可
能
と
な

っ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
解
体
を

進
め
、
適
切
な
教
員
住
宅
の
管
理
に
努
め
ま

す
。

【
教
育
支
援
の
充
実
】

　

1
点
目
は
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て
で
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
と
小
学
校
の
連
携
を
強

化
し
、
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る

よ
う
情
報
の
伝
達
を
密
に
し
、
個
々
の
状
態

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
教
育
支
援
を
行
い
ま

す
。
特
に
、
感
染
症
の
発
症
時
に
お
け
る
情

報
の
伝
達
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
い
、
よ
り

一
層
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
厚
岸
町
教
育
支
援
委
員
会
の

機
能
を
生
か
し
、
就
学
に
関
す
る
情
報
提
供

や
相
談
の
ほ
か
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
作

成
に
あ
た
っ
て
の
助
言
な
ど
、
就
学
後
も
一

貫
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
や
北
海
道
教
育
委

員
会
が
実
施
し
て
い
る
巡
回
教
育
相
談
お
よ

び
学
校
訪
問
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
関
係

す
る
福
祉
・
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

継
続
し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

【
今
日
的
な
教
育
課
題
に

　
　

対
応
す
る
教
育
の
推
進
】

　

1
点
目
は
、
環
境
教
育
の
推
進
・
充
実
で

す
。

　

学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
『
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
る
基
本

計
画
』
と
連
動
し
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

す
べ
て
の
小
中
学
校
で
『
学
校
版
厚
岸
町
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
』
の
認
定
を
受

け
、
学
校
で
の
実
践
を
家
庭
・
地
域
へ
広
げ

て
い
く『
発
信
型
・
実
践
型
の
環
境
教
育
』の

展
開
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
厚
岸
の
自
然
環

境
や
施
設
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
厚
岸
町
環
境
教
育

推
進
委
員
会
と
連
携
し
、
小
・
中
・
高
校
に

わ
た
る
環
境
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）教

育
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。

　

現
在
各
学
校
で
は
、
実
物
投
影
機
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
教
育
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
太
田
小
学
校

・
太
田
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、

教
育
効
果
の
検
証
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
情

報
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
た
学
校
教
育
の
充

実
に
向
け
、
教
員
に
対
す
る
研
修
の
推
進
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
で
す
。

　

地
域
の
人
材
や
町
内
企
業
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
小
学
校
に
お
い
て
は
施
設
や
職
場
見

学
、
中
学
校
に
お
い
て
は
企
業
説
明
会
や
職

場
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
勤

労
観
や
職
業
観
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

4
点
目
は
、
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
の

充
実
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
か
ら
読
書
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
館
と
密
接
に
連

携
を
図
り
、
学
校
図
書
館
活
動
の
活
性
化
を

進
め
ま
す
。
教
科
で
の
読
書
活
動
の
ほ
か
、

読
み
聞
か
せ
や
朝
読
書
等
を
通
し
て
読
書
に

親
し
み
を
持
た
せ
、
読
書
の
習
慣
化
を
図
り

ま
す
。

【
学
校
施
設
・
設
備
の
充
実
】

　

1
点
目
は
、
学
校
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
で
す
。

　

4
点
目
は
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
で
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
の
提
供
に

よ
り
、
成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
の
健
康
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

児
童
生
徒
に
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
除
去
食
や
代

替
食
の
提
供
を
適
切
に
行
い
、
安
全
で
安
心

な
学
校
給
食
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
担
任
と
栄
養

教
諭
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
に
食
事
の
重

要
性
と
楽
し
さ
、
食
物
に
対
す
る
正
し
い
知

識
や
理
解
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
本
町
の
地
場
産
物
を
活
用
し

な
が
ら
、
食
物
の
生
産
な
ど
に
関
わ
る
人
々

へ
の
感
謝
の
心
を
育
み
、
郷
土
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
、
地
域
産
業
や
食
文
化
へ
の
学

び
に
向
け
た
食
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
に
お
け
る
食
育
で
は
、
給

食
だ
よ
り
に
よ
る
継
続
的
な
情
報
発
信
や
、

参
観
日
を
活
用
し
た
親
子
給
食
の
実
施
に
よ

り
、
食
に
関
す
る
啓
発
に
努
め
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
の
充
実
】

　

1
点
目
は
、
個
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
支

援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
。

　

各
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み
の
交
流
や
研

修
を
通
し
て
教
師
の
専
門
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
校
内
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
に

努
め
ま
す
。
特
に
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒

に
つ
い
て
は
、
学
級
支
援
員
の
配
置
に
よ
り
、

一
人
一
人
の
実
態
に
応
じ
た
教
育
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
で
す
。

　

教
育
委
員
会
、
学
校
な
ら
び
に
関
係
機
関

が
一
丸
と
な
り
子
ど
も
の
状
況
把
握
に
努
め
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に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
正
し
い
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
最
も
基
本
的
な
こ
と
で
あ

る『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』の
啓
発
と

社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
活
動
を
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
実
施
し
ま
す
。

　

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
村
山
市
と
の『
友

好
都
市
子
ど
も
交
流
事
業
』
に
つ
い
て
、
本

年
度
は
厚
岸
町
に
お
い
て
体
験
活
動
等
を
通

し
た
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
中
学
生
等
国
際
交
流
事

業
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ク
ラ
レ
ン
ス
市
か
ら
の
生
徒
の
受
け
入
れ

を
行
い
、
厚
岸
町
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
学
校
体
験
を
通
し
て
、
姉
妹
都
市
と
の
更

な
る
友
好
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

多
様
な
学
習
機
会
と
情
報
提
供
の
充
実
に
つ

い
て
で
す
。

　

本
年
度
も
、
町
民
の
学
び
の
機
会
を
提
供

す
る
た
め
の
講
座
や
講
演
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、『
生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
』や
ホ
ー

け
る
学
校
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
小
規
模
校

の
存
続
は
自
治
体
に
判
断
を
委
ね
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

今
後
の
指
針
と
な
る
学
校
適
正
配
置
計
画
の

見
直
し
の
た
め
、
さ
ら
に
幅
広
く
意
見
を
も

ら
う
機
会
を
設
け
て
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
い
、
参
考
と
し
な
が
ら

学
校
適
正
配
置
計
画
を
更
新
し
ま
す
。

　

な
お
、
床
潭
小
学
校
が
平
成
28
年
度
末
を

も
っ
て
閉
校
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
地
域
・

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
教
育
を
最
優
先
に
考
え
た
決
断
で
す
。

今
後
は
、
保
護
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

新
た
に
就
学
す
る
学
校
へ
の
通
学
体
制
の
整

備
な
ど
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
人
々
が
暮
ら
し
の
中
で
学

習
活
動
等
を
通
じ
地
域
の
絆
を
強
め
、
活
力

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
く
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
本
年
度
も
社
会
的
・

地
域
的
課
題
に
対
応
し
た
施
策
を
通
じ
、
学

習
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
地

域
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、
厚

岸
町
総
合
計
画
を
基
本
と
し
た
第
8
次
厚
岸

町
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
家
庭

教
育
と
青
少
年
の
健
全
育
成
の
充
実
に
つ
い

て
で
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
家
庭
の
教

育
力
向
上
が
不
可
欠
で
す
。
子
育
て
に
不
安

や
悩
み
を
抱
え
る
親
が
多
い
こ
と
か
ら
、
子

育
て
に
関
す
る
学
習
会
を
各
学
校
と
の
連
携

　

2
点
目
は
、
高
等
学
校
教
育
へ
の
支
援
に

つ
い
て
で
す
。

　

厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
は
、
地
元
の
高
校
で

あ
る
と
と
も
に
水
産
科
を
有
す
る
道
東
唯
一

の
職
業
科
高
校
で
す
が
、
地
元
中
学
校
卒
業

生
の
減
少
や
進
路
志
向
の
多
様
化
に
伴
い
、

地
元
中
学
校
か
ら
の
志
願
者
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
も
『
高
校
通
学
バ
ス
定

期
券
購
入
費
助
成
』
を
実
施
し
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
と
入
学
生
確
保
の
た
め
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
高
校
と
連
携
し
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
振
興
策
や
今
後
の
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
奨
学
資
金
に
つ
い
て
で
す
。

　

現
在
の
貸
与
の
条
件
に
加
え
、
看
護
師
を

目
指
す
人
に
対
す
る
貸
付
を
充
実
さ
せ
、
町

内
の
医
療
機
関
に
お
け
る
人
材
の
確
保
に
繋

が
る
よ
う
拡
充
を
図
り
ま
す
。

【
厚
岸
町
立
学
校

　
　

適
正
配
置
計
画
の
見
直
し
】

　

文
部
科
学
省
が
示
し
た
公
立
小
中
学
校
の

統
廃
合
に
関
す
る
手
引
き
で
は
、
地
域
に
お

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
学
習
情
報
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
の

機
能
を
併
せ
持
っ
た
真
龍
小
学
校
に
お
い
て
、

通
年
で
開
設
す
る
講
座
を
継
続
実
施
し
、
本

年
度
も
講
座
の
充
実
と
指
導
者
の
育
成
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
芸
術
・
文
化
の
充
実
に
つ
い

て
で
す
。

　

本
年
度
も
全
て
の
小
中
学
生
お
よ
び
保
育

所
・
幼
稚
園
児
を
対
象
と
し
た
芸
術
鑑
賞
の

機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
文
化

活
動
を
し
て
い
る
人
々
の
発
表
の
場
と
し
て
、

町
民
文
化
祭
を
厚
岸
町
文
化
協
会
と
連
携
し

て
開
催
す
る
ほ
か
、
芸
術
文
化
関
係
団
体
等

へ
の
活
動
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

4
点
目
は
、
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
で

す
。

　

本
町
に
は
、
国
や
北
海
道
か
ら
指
定
さ
れ

た
も
の
を
含
め
、
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
保

存
す
る
た
め
、
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
文
化
財
の
情
報
収

集
と
調
査
に
努
め
ま
す
。

　

円
滑
な
館
の
運
営
を
図
る
た
め
、
海
事
記

念
館
、
郷
土
館
、
太
田
屯
田
開
拓
記
念
館
に

お
い
て
展
示
・
収
蔵
し
て
い
る
郷
土
資
料
の

整
理
・
保
管
・
展
示
を
通
し
て
、
そ
の
活
用

と
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
へ
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、

講
演
会
や
古
文
書
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
文

化
財
の
普
及
・
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

国
指
定
史
跡『
国
泰
寺
跡
』の
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
史
跡
の
整
備
と
活
用
を
推
進
す

る
た
め
、
基
本
計
画
の
完
成
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

社
会
教
育
の
推
進
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し
た
着
衣
泳
教
室
を
小
学
生
対
象
に
実
施
し

ま
す
。

　

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
小

学
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
カ
ヌ
ー
体
験
事

業
を
実
施
し
、
海
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
体

験
型
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
に
つ
い
て
は
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
個
人
の
競
技
力
向
上
と
参

加
経
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
継
続
し
て
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
助
成
の
拡
充
を
図
り

ま
す
。  

　

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

宮
園
公
園
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
宮
園
公

園
野
球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
平
坦
化
な
ら
び
に

降
雨
時
の
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
お
よ
び
本
部
席
の

水
没
を
解
消
す
る
た
め
の
排
水
設
備
の
改
修

を
行
い
、
利
便
性
向
上
と
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て
も
そ
の

都
度
適
切
な
補
修
を
行
い
、
維
持
管
理
に
努

め
、
多
く
の
町
民
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
町
を
は
じ
め
、
学

校
、
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
本
町
の
未
来
を
担
う
児
童
生
徒
が
、
自

ら
の
夢
や
希
望
の
実
現
に
向
か
っ
て
生
き
生

き
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
校
教
育
の
充
実

と
、
町
民
生
活
に
潤
い
と
活
力
を
生
み
出
す

た
め
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
な
ら
び
に
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

の
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
を
活
用
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
を
対
象
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
水
泳
教

室
を
開
催
し
、
町
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
町
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
、
厚
岸
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の

連
携
・
強
化
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
に
努
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
厚
岸
町
で
も
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
に
お

い
て
そ
の
認
識
は
高
ま
っ
て
お
り
、
細
心
の

注
意
を
払
っ
た
指
導
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
正
し
い
認
識
や
練
習
方
法
を
修
得
す

る
た
め
、
指
導
者
養
成
研
修
へ
の
参
加
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
に
対
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
障

害
へ
の
知
識
と
予
防
に
対
す
る
認
識
を
広
め

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
『
水
に
賢
い
子
供
を
育
む
年
間
型
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
』
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
と
連
携
し
、
厚
岸
小
学
校
で
継
続
実
施

し
て
い
く
と
と
も
に
、
防
災
教
育
の
一
環
と

　

床
潭
沼
の
ヒ
ブ
ナ
生
息
調
査
に
お
い
て
、

近
年
、
ヒ
ブ
ナ
の
生
息
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
引
き
続
き
調
査
時
期
や
捕

獲
用
具
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
生
息
確
認
に

努
め
ま
す
。

　

町
指
定
無
形
文
化
財
の『
厚
岸
か
ぐ
ら
』に

つ
い
て
は
、
本
年
度
も
伝
承
校
で
あ
る
真
龍

小
学
校
と
協
力
し
、
無
形
文
化
財
の
継
承
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
人
に
町
の
名
の
付
い
た
植
物

『
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
』に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
厚
岸
湖
岸
の
自
生
地
の
活
用
や
新
た
な

保
護
・
増
殖
地
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
厚
岸
湖
岸
の
生

育
確
認
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

5
点
目
は
、
海
事
記
念
館
事
業
に
つ
い
て

で
す
。

　

町
内
児
童
施
設
や
小
中
学
校
、
ネ
イ
パ
ル

厚
岸
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供
や
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
の
活
用
、
釧
路
・
根
室

管
内
小
中
学
校
へ
の
利
用
促
進
を
図
る
積
極

的
な
情
報
発
信
、
釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館
と

連
携
し
、
移
動
天
文
車『
カ
シ
オ
ペ
ヤ
号
』に

よ
る
ほ
し
ぞ
ら
教
室
を
継
続
実
施
し
、
天
文

知
識
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
海
事
記
念
館
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
』や

『
海
の
作
品
展
』『
海
事
記
念
館
探
検
ク
イ
ズ
』

の
実
施
、
写
真
愛
好
団
体
に
よ
る
写
真
展
、

さ
ら
に
は
情
報
館
や
水
鳥
観
察
館
等
と
の
連

携
を
図
り
、
海
事
思
想
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

6
点
目
は
、
情
報
館
の
事
業
に
つ
い
て
で

す
。

　

厚
岸
情
報
館
は
本
年
度
20
周
年
を
迎
え
、

開
館
以
来
、
多
く
の
町
民
の
利
用
に
支
え
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用

す
る
情
報
館
を
目
指
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
更
な
る
推
進
の
た

め
、
町
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
学
校
と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、
保
育

所
や
幼
稚
園
、
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
や
ブ

ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど
の
読
書
案
内
を
継
続
実
施

し
、
学
校
図
書
館
活
性
化
会
議
等
の
機
会
を

通
し
て
学
校
図
書
館
の
整
備
充
実
を
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
乳
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
を
対
象
と
し
て
『
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
』『
土
曜
お
は
な
し
会
』『
お
年
寄
り
の

た
め
の
読
み
聞
か
せ
』
や
読
書
案
内
を
引
き

続
き
開
催
し
、
町
民
の
生
涯
に
わ
た
る
読
書

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
保
育

所
、
集
会
所
な
ど
の
施
設
を
は
じ
め
、
遠
隔

地
を
巡
回
し
、
情
報
館
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す 

。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
も
た
ら
す
爽
快
感
、
達
成
感

は
、
心
身
に
わ
た
る
充
足
感
や
楽
し
さ
、
喜

び
、
体
力
向
上
や
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
発

散
、
中
高
年
に
お
い
て
は
生
活
習
慣
病
の
予

防
な
ど
、
心
身
の
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
保

持
増
進
に
資
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
生
涯
に
わ
た
り
町
民
だ
れ
も

が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、
目
的
に
応
じ
、

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
、
施
設
の

充
実
・
整
備
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向

け
た
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
町
内
の
体
育
施
設
な
ら
び
に

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
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合　　　　　計

合　　　　　計

予　　　備　　　費

積　　　立　　　金

維 持 補 修 費

扶　　　助　　　費

繰　　　出　　　金

公　　　債　　　費

補 助 費 等

物　　　件　　　費

人　　　件　　　費

普 通 建 設 事 業 費

予　　　備　　　費

議　　　会　　　費

商　　　工　　　費

消　　　防　　　費

総　　　務　　　費

教　　　育　　　費

衛　　　生　　　費

農 林 水 産 業 費

公　　　債　　　費

民　　　生　　　費

土　　　木　　　費

予　 算　 額 構成比(%)

構成比(%)予　 算　 額

83億7251万円

700万円

960万円

5863万円

5億1658万円

8億   4万円

10億5114万円

11億3097万円

14億2258万円

16億7091万円

17億 506万円

83億7251万円

700万円

5962万円

8378万円

3億5503万円

3億7590万円

4億1663万円

7億8033万円

8億8567万円

10億5114万円

13億3747万円

14億3443万円

(100) 

0.1

0.7

1.0

4.2

4.5

5.0

9.3

10.6

12.6

16.0

17.1

(100) 

0.1

0.1

0.7

6.2

9.5

12.5

13.5

17.0

20.0

20.4

18.915億8551万円給　　　与　　　費

性　
　
　

質　
　
　

別

目　
　
　

的　
　
　

別

構成比(%)

　合　　　　　　　計

交通安全対策特別交付金

ゴルフ場利用税交付金

利  子  割  交  付  金

地 方 特 例 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

配  当  割  交  付  金

繰　　　　越　　　　金

寄　　　　附　　　　金

国有提供施設等所在市町村交付金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

分 担 金 及 び 負 担 金

諸　　　　収　　　　入

地 　 方 　 譲 　 与 　 税

財　　産　　収　　入

地 方 消 費 税 交 付 金

道　　支　　出　　金

町 　 　 　 　 　 　 　 債

使 用 料 及 び 手 数 料

繰　　　　入　　　　金

町　　　　　　　　　税

(100) 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.1

0.1

0.2

0.3

1.0

1.1

1.2

2.2

4.8

5.3

5.4

7.3

12.1

14.7

44.136億8866万円

83億7251万円

74万円

86万円

111万円

248万円

278万円

407万円

500万円

1000万円

1213万円

1451万円

2439万円

8355万円

9533万円

1億 254万円

1億8099万円

3億9798万円

4億4260万円

4億4930万円

6億1200万円

10億1011万円

12億3138万円国 　 庫 　 支 　 出 　 金

地 　 方 　 交 　 付 　 税

予　 算　 額

平成28年度各会計予算

17億4597万円

7018万円

10億9001万円

9億9478万円

1億2521万円

7943万円

4億 331万円

13億6606万円

142億4746万円

- 4252万円

556万円

2億6443万円

- 2610万円

- 396万円

401万円

- 2024万円

- 2160万円

4億7704万円

国民健康保険

簡易水道事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療

介護老人保健施設

上 水 道

病 院

合　　　　計

本年度予算 前年度予算との比較

特

別

会

計

業
計

企
会

一般会計歳出 一般会計歳入

一 般 会 計 3億1746万円83億7251万円
町民の皆さんが
この町に住んでいることに
誇りと自信を持てる
まちづくりを
目指します

町民の皆さんが
この町に住んでいることに
誇りと自信を持てる
まちづくりを
目指します

142億4746万円総額

平成28年度
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▼造林事業（4,511万円）

▼昆布漁場改良事業（850万円）

▼汚水処理施設共同整備事業（4億8,240万円）

▼生活排水処理施設整備事業（900万円）

▼妊婦健康診査費用支援（346万円）

▼住宅用太陽光発電システム設置奨励（155万円）

▼住宅新築・リフォーム支援（800万円）

▼高校通学バス定期券購入助成（473万円）

▼友好都市子ども交流（30万円）

▼『ふるさと納税』の推進（680万円）

▼地域おこし協力隊活用推進（783万円）

▼地域おこし協力隊住宅整備事業（2,078万円）

▼自治会活動活性化支援（320万円）

▼自主防災組織活動活性化支援（330万円）

▼高齢者等通院交通費助成（131万円）

▼教育用携帯型情報端末導入事業（182万円）

■主な継続事業

▼宮園公園野球場整備事業（4,805万円）

▼消防自動車整備事業（3,833万円）

▼宮園町東 4の通り整備事業（2,901万円）

▼町営住宅奔渡団地整備事業（2,600万円）

▼津波避難階段整備事業（1,867万円）

▼友好都市提携25周年記念市内見学の旅参加費助成（177万円）

▼床潭末広間道路整備事業（2億1,000万円）

▼太田門静間道路整備事業（1億1,285万円）

▼苫多道路整備事業（9,010万円）

▼湾月町通り整備事業（5,220万円）

▼橋梁長寿命化整備事業（4,407万円）

▼松葉町通りほか整備事業（1,190万円）

▼奔渡川改修事業（3,350万円）

▼矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業（1億731万円）

▼中山間地域等直接支払事業（1億417万円）

■主な新規事業

画
を
着
実
に
推
進
す
る
ほ
か
、
『
厚
岸
町
未

来
創
生
総
合
戦
略
』
に
基
づ
き
、
基
幹
産
業

で
あ
る
水
産
業
の
振
興
、
子
育
て
支
援
対
策
、

交
流
人
口
を
増
や
す
観
光
振
興
対
策
を
重
点

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
重
点
施
策
事
業
】

●
産
業
振
興
対
策

　

ロ
シ
ア
2
0
0
海
里
水
域
に
お
け
る
さ
け

・
ま
す
流
し
網
漁
禁
止
に
係
る
緊
急
対
策（
事

業
主
体
／
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
）

▽
カ
キ
人
工
種
苗
生
産
施
設
、
貯
氷
・
冷
蔵

保
管
施
設
等　
　
　
　

21
億
9
3
3
5
万
円

●
子
育
て
支
援
対
策

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
施

策
の
展
開

▽
小
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
7
4
万
円

▽
第
2
子
以
降
を
対
象
と
し
た
保
育
料
の
2

割
助
成　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
4
8
万
円

▽
不
妊
治
療
費
の
助
成
ほ
か　

2
6
1
万
円

●
魅
力
あ
る
観
光
推
進
の
強
化

▽
道
東
自
動
車
道
阿
寒
Ｉ
Ｃ
開
通
に
伴
う
観

光
Ｐ
Ｒ
強
化
ほ
か　
　
　
　
　

4
0
9
万
円

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
、
政
府
の
地
方

財
政
対
策
に
注
視
し
つ
つ
、
厚
岸
町
の
財
政

運
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る

の
か
し
っ
か
り
見
極
め
、
厚
岸
町
総
合
計
画

に
掲
げ
た
財
政
健
全
化
指
標
の
目
標
達
成
に

努
め
る
ほ
か
、
厚
岸
町
未
来
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
く
人
口
減
少
対
策
に
資
す
る
事
業
を

確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
安
定
的
で
持
続

可
能
な
健
全
財
政
の
運
営
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

83
億
7
2
5
1
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
3
億
1
7
4
6
万
円
の
増
、
率
に
し
て
3

・
9
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
6
つ
の
特
別
会
計
と
2
つ
の

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
1
4

2
億
4
7
4
6
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
4
億
7
7
0
4
万
円
の
増
、
率
に
し
て
3

・
5
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
好
調
な
収
入
が
見
込

ま
れ
る
と
し
て
、
約
1
千
万
円
の
増
、
約
10

億
1
千
万
円
を
計
上
し
、
大
半
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
36
億
8
8
6
6
万
円
で
3
5

3
0
万
円
の
増
、
率
に
し
て
1
・
0
％
の
増

と
な
り
、
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
に
積
立
基

金
を
取
り
崩
し
た
繰
入
金
は
6
億
1
2
0
0

万
円
で
1
億
4
1
3
0
万
円
の
増
、
率
に
し

て
30
・
0
％
の
増
と
す
る
計
上
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
補
助
費
等
が
子
育
て
支
援
対

策
な
ど
に
よ
り
、
11
億
3
0
9
7
万
円
で
1

億
1
9
3
0
万
円
の
増
、
率
に
し
て
11
・
8

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
水
産
業

の
振
興
事
業
を
中
心
に
約
1
億
4
6
0
0
万

円
の
増
、
率
に
し
て
9
・
4
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
2
0
0
海
里
水
域
に
お
け

る
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
禁
止
に
係
る
緊
急

対
策
事
業
と
し
て
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
が

整
備
す
る
カ
キ
人
工
種
苗
生
産
施
設
や
貯
氷

・
冷
蔵
保
管
施
設
等
へ
の
支
援
策
を
次
年
度

へ
繰
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
予
算
は
『
も
っ
と　

も
っ
と

元
気
な
あ
っ
け
し
』
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

『
第
5
期
厚
岸
町
総
合
計
画
』の
後
期
行
動
計

■主な厚岸町未来創生総合戦略事業



18ズームアップ

　 2月25日、保健福祉総合センターにおいて、『離乳食の基
本』をテーマに子育て講座が開催され、12人が参加しました。
　生後 6カ月までの離乳食と 7カ月以上の離乳食を作る 2グ
ループに分かれて、離乳食づくりを体験。 6カ月のグループ
ではすり鉢を使用して食材をすりつぶし、 7カ月のグループ
では包丁を使用して食材を細かく刻んで離乳食を作りました。
　食べさせるときは、片栗粉を溶かしてとろみを付けてあげ
ると食べやすくなるなど、保健師から助言を受けていました。

乳食づくりを体験

　 3月 1日に厚岸翔洋高等学校で、15日
と18日に町内の小学校と中学校で卒業式
が行われ、244人の卒業生が慣れ親しん
だ校舎を後にしました。
　厚岸翔洋高等学校では57人の卒業生が
思い出と希望を胸に巣立ち、 4校の中学
校では90人が義務教育の過程を修了し、
5校となった小学校では97人が学び遊ん
だ校舎を後にしました。
　真龍小学校では、62人の卒業生が保護
者や在校生、先生などお世話になった皆
さんへ感謝の言葉を送るとともに、 6年
間学んだ校舎にも、卒業生全員で感謝の
言葉を送っていました。

子育て講座離

年間の活動を振り返りました
生きがい大学修了式1

　 3月 3日、社会福祉センターにおいて、平成27年度の『厚
岸町生きがい大学修了式』が行われました。生きがい大学の
学生は、町内に住むおおむね65歳以上の皆さん。
　この日は、年間学習日程の全てに出席した3人に皆勤賞が、
80％以上出席した 7人に精勤賞が授与されました。
　平成27年度は、警察署員から特殊詐欺防止について学習し
たほか、介護保険やマイナンバー制度も学習。厚岸小学校・
真龍小学校の 3年生との交流学習会なども行いました。

い出を胸に旅立つ卒業式
卒業式思

しけっあ Z     M UPZ     M UPZ     M UP
イベントや活動など、まちのニュースをお届けします



19 ズームアップ

　 3月20日、ＮＰＯ法人厚岸ネット（これからの町を語る会）
が主催する『あっけし牡蠣博士認定試験』が、生活改善センタ
ーで開催され、町内をはじめ道内外から59人が受験しました。
　この試験は、厚岸特産の牡蠣の知識や町の魅力を再発見す
るとともに、観光振興を目指して実施されている試験です。
　試験前日の19日には、厚岸の産業や文化等を学ぶスタディ
ツアー、試験終了後には牡蠣を食べる会も開催され、参加者
は厚岸を満喫していました。

きながらバランスボールで運動
産後セルフケア講座抱

　 3月 4日、保健福祉総合センターにおいて、『マタニティ
・母のための心と身体のセルフケア講座』が行われました。
　産後女性の心身の回復等を正しく学ぶ機会として、妊婦と
産後の女性を対象に開催され、12人が参加。講座では、バラ
ンスボールを使った有酸素運動や家庭での会話力を高める技
術、自分でできる肩こり解消法などを学習しました。
　有酸素運動では、赤ちゃんを抱きながら運動することもで
き、赤ちゃんが寝てしまう場面もありました。

　 3月 8日、厚岸の地場産品を使った料理を学び、食への意
識を深める『ホームクッキングリーダー養成講座』が保健福祉
総合センターで行われました。
　この日は、纒鮨店主の鳥谷部聡さんが講師となり、厚岸の
牡蠣を使った『かきと蕪の春あんかけ』作りに挑戦。参加者は、
普段だと家庭で行わない、新たな調理法を学んでいました。
　この回を含めた 2回の料理実習と食品衛生講習の修了者は
ホームクッキングリーダーとして登録されます。

ホームクッキングリーダー養成講座新

キのことなら任せて！
あっけし牡蠣博士認定試験カ

日本大震災を教訓に私たちにできること
東日本大震災パネル展東

たな調理法に挑戦

　 3月 1日から25日まで、役場町民ホールにおいて、東日本
大震災パネル展が開催されました。
　『東日本大震災を教訓に私たちは何ができますか』をテーマ
に、震災当時の東北地方や厚岸町内の様子を写真で紹介。地
震や津波の仕組み、各避難場所に備蓄している段ボールベッ
ドや簡易トイレなどを展示し、いつ発生するかわからない大
地震や大津波に対する備え、災害時の心構えなど、防災意識
を高めました。

かぶ

ズームアップズームアップ



20この人に懸ける＆健康応援団

健康応援団
わが街の

健康応援団
わが街の

●問い合わせ／健康づくり係　 53-3333●問い合わせ／健康づくり係　 53-3333

\\

エキノコックス症の
予防と対策！！

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
主
に
寄
生
虫
が
肝
臓
に
寄

生
し
て
起
こ
る
病
気
で
、
道
内
で
は
毎
年
20
人
前
後
の

患
者
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
感
染
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
人
へ
の
感
染
経
路
】

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
卵
が
、
人
の
口
に
入
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が
寄
生
し
た
キ
ツ
ネ

や
そ
の
ふ
ん
に
直
接
触
れ
た
り
、
ふ
ん
に
汚
染
さ
れ
た

山
菜
や
沢
水
を
口
に
す
る
と
、
感
染
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
感
染
予
防
方
法
】

①
外
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
手
を
洗
う
。

②
キ
ツ
ネ
に
餌
付
け
を
し
た
り
、
触
っ
た
り
し
な
い
。

③
キ
ツ
ネ
の
エ
サ
に
な
る
残
飯
や
生
ご
み
を
放
置
し
な

　

い
。

④
沢
水
や
小
川
な
ど
の
生
水
は
飲
ま
な
い
。

⑤
犬
の
放
し
飼
い
や
散
歩
中
の
拾
い
食
い
を
さ
せ
な
い
。

　

（
飼
い
犬
が
野
ね
ず
み
等
を
食
べ
る
こ
と
で
犬
に
も

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
成
虫
が
寄
生
し
ま
す
）

⑥
野
山
の
果
実
や
山
菜
等
は
十
分
水
洗
い
や
加
熱
を
し

　

て
か
ら
食
べ
る
。
（
卵
は
1
0
0
℃
で
1
分
間
の
加

　

熱
で
死
滅
し
ま
す
）

【
早
期
発
見
の
た
め
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
】

　

町
で
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。
対
象
者
は
小
学
3
年
生
・
中
学
2
年
生
と

18
歳
以
上
の
人（
受
診
は
5
年
に
1
回
）で
す
。

　

町
が
実
施
す
る
集
団（
個
別
）健
診
の
機
会
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

お父さん：真太郎さん
お母さん：早耶香さん
　住まい：港町

 上田 倫太郎 ちゃん

り ん た ろ う

お父さん：文也さん
お母さん：智恵さん
　住まい：山の手

 小 林 海 遥 ちゃん

み は る

石 井 律 歌 ちゃん

り っ か お父さん：敏成さん
お母さん：えりかさん
　住まい：港町

石 上 朔 久 ちゃん      

さ　  く

お父さん：宏幸さん
お母さん：圭子さん
　住まい：有明

お父さん：雅之さん
お母さん：倫子さん
　住まい：尾幌

小 島 杏 理 ちゃん      

あ ん り

お父さん：翔太さん
お母さん：美保さん
　住まい：太田

 髙 橋 大 河 ちゃん

た い が

お父さん：雄さん
お母さん：利奈さん
　住まい：白浜

池 野 真 華 ちゃん      

ま は な

このコーナーでは、毎月あみか21で行っている7カ月児の
あかちゃん相談に参加したお子さんを紹介しています。
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本の森通信
厚岸情報館厚岸情報館 52-22466

　

　お部屋のインテリアとしても

かわいくオシャレなハーブ。こ

の本では育て方のほかにいろい

ろな使い方、レシピも紹介して

います。

　ハーブを使いこなして、お部

屋に緑のある暮らしを送ってみ

ませんか。

本の森通信21

●
入
園
・
入
学
お
め
で
と
う
!!

　

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
に
似
合
う
の
は
、

や
は
り
笑
顔
。
袋
も
の
な
ど
の
小
物
や
子

ど
も
服
の
作
り
方
か
ら
新
生
活
の
心
の
準

備
ま
で
。
情
報
館
の
資
料
を
活
用
く
だ
さ

い
。

▼
期
間
／
4
月
10
日Z

ま
で

▼
場
所
／
児
童
コ
ー
ナ
ー

●
発
表
!!
本
屋
大
賞

　

本
屋
さ
ん
が
選
ぶ
本
屋
大
賞
も
今
年
で

13
回
目
と
な
り
ま
す
。
情
報
館
で
所
蔵
し

て
い
る
過
去
5
年
間
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
読
み
逃
し
て
し
ま
っ
た

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
読
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　

　

今
年
の
本
屋
大
賞
は
、
4
月
12
日c

に

発
表
さ
れ
ま
す
。

▼
期
間
／
4
月
13
日V

か
ら
4
月
24
日Z

▼
場
所
／
カ
ウ
ン
タ
ー
前
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
旅
に
出
よ
う
!!

　

待
ち
に
待
っ
た
春
到
来
。
各
地
か
ら
花

の
便
り
が
届
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
陽

気
に
誘
わ
れ
て
お
花
見
や
温
泉
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
旅
の
計
画
づ
く
り
に
役

立
つ
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
／
4
月
26
日C
か
ら
5
月
8
日Z

▼
場
所
／
カ
ウ
ン
タ
ー
前
展
示
コ
ー
ナ
ー

『ハーブ育て＆
            使いこなしレッスン』

『植物図鑑』

　

　主人公のさやかが、きまぐ

れで拾った植物オタクの彼と

の奇妙な同居生活が始まり、

物語は進んでいきます。甘く

てちょっぴりほろ苦い物語。

　作中に登場する山菜を使っ

たレシピも紹介しています。

司
書
の
お
す
す
め

著　者：有川浩
出版社：角川書店

出版社：主婦の友社

　

情
報
館
で
は
、
本
と
の
出
会
い
の
場
を

提
供
す
る
企
画
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

時
節
や
そ
の
時
々
の
話
題
か
ら
テ
ー
マ

を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
『
お

す
す
め
本
』
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
も
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
手
に
と

っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
祝
・
北
海
道
新
幹
線
開
業
!!

　

待
ち
に
待
っ
た
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
。

鉄
道
フ
ァ
ン
で
は
な
く
て
も
心
が
踊
り
ま

す
。
北
海
道
新
幹
線
の
歴
史
や
走
り
を
支

え
る
技
術
な
ど
魅
力
を
探
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
期
間
／
4
月
10
日Z

ま
で

▼
場
所
／
カ
ウ
ン
タ
ー
前
展
示
コ
ー
ナ
ー

11

知っていますか？知っていますか？
Do you know that

情報館の展示コーナー情報館の展示コーナー
 Exhibition corner of the 
                        lnformation Library

3月に行われた『卒業おめでとう』展示コーナー



国民健康保険・後期高齢者医療 22

4 月 1 日から、住民税課税世帯の人が入院した時の
食事代（食事療養標準負担額）が、一部変わります

国民健康保険、後期高齢者医療の
被保険者の皆さんへ
国民健康保険、後期高齢者医療の
被保険者の皆さんへ
国民健康保険、後期高齢者医療の
被保険者の皆さんへ

\ \

●問い合わせ／町民課保険医療係　内線118～121、北海道後期高齢者医療広域連合　011-290-5601

●住民税課税世帯の人の入院時の食事代（食事療養標準負担額）

　住民税非課税世帯の人の食事代については、今までと変更ありません。

　なお、医療機関の窓口で『標準負担額減額認定証』または『限度額適用・標準負担額減額認定証』の

提示が必要なため、保険医療係で申請が必要です。

　ただし、都道府県の発行する指定難病、小児慢性特定疾病の医療受給者証を持っている人は、

1 食につき260円に据え置かれます。

　また、平成28年 4 月 1 日において、既に 1年を超えて精神病床に入院している人についても、

当分の間、据え置かれます。

【平成30年 4 月 1 日～】

1食につき　360円　→　460円

【平成28年 4 月 1 日～平成30年 3 月31日】

1食につき　260円　→　360円

※指定難病、小児慢性特定疾病の人は、医療受給者証を医療機関へご提示ください

※指定難病、小児慢性特定疾病の医療受給者証については、釧路保健所へお問い合わせください

●住民税非課税世帯の人の入院時の食事代（食事療養標準負担額）

区 分 Ⅱ

区 分 Ⅰ
同じ世帯の世帯主および国民健康保険被保険者が住民税非課税で、各所得が
0円（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下）の世帯に属する人

同じ世帯の世帯主および国民健康保険被保険者が、住民税非課税の世
帯に属する人であって、区分Ⅰ以外の人

区 分 Ⅱ

区 分 Ⅰ

世帯全員が住民税非課税である人のうち、次のいずれかに該当する人
・世帯全員の所得が 0円の人
　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下）
・老齢福祉年金を受給している人

世帯全員が住民税非課税である人であって、区分Ⅰ以外の人

区分Ⅱ

住民税非課税世帯（国民健康保険

で70歳未満の住民税非課税世帯）

区分Ⅰ

過去 1年間の入院が91日以上

1食につき　100円

1 食につき　160円

1 食につき　210円過去 1年間の入院が90日以内

国民健康保険

後期高齢者医療

（70歳以上75歳未満
の人の所得区分）



23 防災の輪・町火消し通信

みんなで拡げる

防災の輪防災の輪防災の輪

第12回

よ
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
受
信
機
本
体
の
状
態
を
確
認
】

▼
受
信
状
態
と
な
っ
て
い
る
か
。

　

商
用
ラ
ン
プ
（
旧
型
機
）
ま
た
は
電
源
ラ

ン
プ
（
新
型
機
）
が
緑
色
に
点
灯
し
て
い
れ

ば
良
好
。

▼
乾
電
池
の
容
量
は
あ
る
か
。

　

電
池
ラ
ン
プ
が
赤
色
に
点
灯
し
て
い
れ

ば
良
好
。

【
定
時
放
送
に
よ
る
確
認
】

▼
チ
ャ
イ
ム
／
1
日
3
回
（
7
時
、
12
時
、

18
時
）

▼
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
1
日
2
回
（
7

時
30
分
、
18
時
30
分
（
一
部
地
域
は
20
時
）

※
た
だ
し
、
放
送
が
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
り
受
信
状
態
を
確

認
し
、
災
害
時
な
ど
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
故
障
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、

危
機
対
策
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
危
機
対
策
係\

223
・
224

　

皆
さ
ん
は
、
各
家
庭
や
職
場
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
を
確
認
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

受
信
機
に
は
、
停
電
時
に
お
い
て
も
放

送
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
、
乾
電
池
が
入

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
乾
電
池
を
数
年
入
れ

た
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
く
と
、
液
漏
れ

が
発
生
し
、
停
電
時
な
ど
に
放
送
が
受
信

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
年
に

1
回
は
、
受

信
機
を
確
認

し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
乾

電
池
の
残
量
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、

受
信
機
本
体
の
電
池
ラ
ン
プ
が
赤
色
に
点

滅
す
る
ほ
か
、
放
送
終
了
後
に
、
ア
ラ
ー

　
　
　
　
　

ム
音
が
鳴
り
ま
す
。
こ
の
状

　
　
　
　
　
　
　

態
を
確
認
し
た
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ぐ
に
乾
電
池
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
換
を
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

送
が
聞
こ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
と
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
の
方
法
に

年
に
一
度
の
確
認
を
！

新
型
機
（
表
）

旧型機（裏）

電池ボックス

液漏れした状態

通信

春の火災予防運動実施春の火災予防運動実施春の火災予防運動実施

【平成28年2月29日現在】

・火災発生件数 　　2件

・救　急　出　動    68件

・救　助　出　動 　　1件

・ドクターヘリ出動 　  6件

平成28年各種出動件数

【問い合わせ】
厚岸消防署　予防広報係
　厚岸町松葉4丁目1番地
　　52-5111

中等症45％

　 4月20日から30日まで、全道一斉に『春の

火災予防運動』を実施します。春先は空気が

乾燥しているため、火災が発生しやすい状況

が続きます。火の取り扱いには十分に注意し

てください。また屋外でごみや枯れ草などを

燃やすことは、禁止されていますので行わな

いでください。

　消防法の改正により、平成18年 6 月 1 日から一般家庭への住宅用火災警

報器の設置が義務となりました。

　皆さんのご協力により、厚岸町では住宅用火災警報器の設置率が88.7％

(平成27年11月現在)となっています。まだ設置していない住宅がありまし

たら、早急に設置するようお願いします。

　既に住宅用火災警報器を設置している住宅では、本体や電池などの点検

を実施してください。本体の交換期限の確認や、電池式の住宅用火災警報

器を設置している場合は、メーカーにより異なりますが、警報音または音

声が鳴るか点検しましょう。

禁止

住宅用火災警報器設置義務化から住宅用火災警報器設置義務化から
まもなく10年。点検していますか？まもなく10年。点検していますか？
住宅用火災警報器設置義務化から
まもなく10年。点検していますか？

\
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1月の状況
●1月のごみ収集・持込量  274,925kg

前年同月比(％)前月比(％)

粗　 大 　ご　 み

資 源 と な る ご み

燃 や せ な い ご み

燃 や せ る ご み

ごみの種類 ごみ量(kg)

有  害  な  ご  み

△29.082,028

   89.4

△14.9

△42.9

△59.8

△57.5

445

11,795

13,947

166,710

△7.7

△9.3

計 274,925

△6.2

△11.7

140.5

3.7

△18.8

資 源 化 さ れ た 量 △30.877,008

　※リサイクル率 28.0%（全収集量のうち、資源化された割合）

子
野
日
公
園
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数
／
子
野
日
公
園
臨
時
補
助
管

理
人
＝
2
人

●
業
務
内
容
／
公
園
内
の
維
持
管
理
作
業

や
来
客
者
へ
の
対
応
な
ど

●
応
募
条
件
／
町
内
在
住
の
人
で
、
厚
岸

町
の
公
納
金
に
滞
納
が
な
い
人

●
雇
用
期
間
／

5
月
1
日
か
ら

10
月
31
日

●
応
募
方
法
／

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の

様
式
例
に
基
づ

い
た
履
歴
書
に

顔
写
真
を
貼
り

観
光
係
に
提
出

ま
た
は
郵
送

●
締
め
切
り
／
4
月
8
日N

（
当
日
消
印

有
効
）

●
面
接
試
験
／
4
月
15
日N

（
予
定
）

●
問
い
合
わ
せ
／
観
光
係\

内
線
240
・
241

森
林
セ
ン
タ
ー
の

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数
／
非
常
勤
職
員
＝
1
人

●
業
務
内
容
／
木
工
ク
ラ
フ
ト
制
作
指
導
、

施
設
運
営
・
管
理
、
利
用
料
金
取
り
扱
い

・
管
理
・
引
き
継
ぎ

●
応
募
条
件
／
町
内
在
住
の
65
歳
未
満
の

人
で
、
厚
岸
町
の
公
納
金
に
滞
納
が
な
い

人●
雇
用
期
間
／
5
月
1
日
か
ら
10
月
31
日

●
応
募
方
法
／
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
様
式
例
に

基
づ
い
た
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
林

政
係
に
提
出

●
締
め
切
り
／
4
月
12
日C

●
面
接
試
験
／
4
月
下
旬
予
定

●
問
い
合
わ
せ
／
林
政
係\
内
線
255
・
256

く
し
ろ
バ
ス
霧
多
布
線
は

釧
路
市
内
で
の
乗
り
降
り
が
可
能
に

　

く
し
ろ
バ
ス
霧
多
布
線
の
、
く
し
ろ
バ

ス
本
社
か
ら
イ
オ
ン
釧
路
店
間
の
停
留
所

で
は
、
く
し
ろ
バ
ス
本
社
発
は
乗
車
の
み
、

霧
多
布
発
は
降
車
の
み
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
4
月
1
日
か
ら
乗
り
降
り
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
乗
り
降
り
可
能
な
バ
ス

停
留
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
明
輝
高
校
、
労
災
病

院
、
大
曲
、
日
赤
病
院
、

釧
路
駅
前
、
十
字
街
、

三
慈
会
病
院
、
市
立
病

院
、
鶴
ヶ
岱
2
丁
目
、

工
業
高
校
、
緑
ヶ
岡
入

り
口
、
北
陽
高
校

●
問
い
合
せ
／
自
治
振

興
係\

内
線
123
、
く
し
ろ
バ
ス\

0
1
5

4^

36^

8
1
8
1

ス
プ
レ
ー
缶
等
の

穴
あ
け
は
不
要
で
す

　

こ
れ
ま
で
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
は
、
中
身
を
完
全
に
使
い
切
り
、

穴
を
あ
け
て
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
資
源
ご

み
と
し
て
廃
棄
し
て
い
ま
し
た
が
、
道
内

に
お
い
て
、
屋
内
で
の
誤
っ
た
穴
あ
け
に

よ
る
爆
発
や
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
4
月
1
日
の
収
集
か
ら
、
ス
プ
レ

ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
穴
を
あ
け

ず
に
廃
棄
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に
は
、

可
燃
性
の
高
い
ガ
ス
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
中
身
を
完
全
に
使
い
切
っ

て
か
ら
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中

身
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
火
気
の
な
い

風
通
し
の
よ
い
屋
外
で
中
身
を
出
し
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

 　

な
お
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
は
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ノ
ズ
ル
を
は
ず
し
、

資
源
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

1
月
は
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
廃
棄
物
対
策
係\

内
線

257
～
259

募
集

暮
ら
し

穴あけ不要

中身は完全に
出し切りましょう
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軽自動車税
に関するお知らせ

　納期限納期限が5 月25日
　に変わりますに変わります
　軽自動車税の納税通知書は、

平成28年度から 4月下旬に発送

し、納期限は 5月25日となりま

す。

●問い合わせ／町民税係　内線

135～139

　軽自動車税納税証明書　軽自動車税納税証明書　
　（車検用）について（車検用）について
　有効期限が平成28年 4 月22日

と記載された納税証明書（車検

用）は、記載の期限に関わらず、

そのまま平成28年 5 月24日まで

使用できます。

●問い合わせ／納税係　内線142

～147

\

\

春
の
ヒ
グ
マ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

4
月
1
日n

か
ら
5
月
31
日c

は
、
春

の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間
で
す
。　

　

例
年
、
春
は
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
多
く
、

山
菜
採
り
な
ど
で
山
野
に
出
か
け
る
機
会

が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
事
故
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

▽
一
人
で
野
山
に
入
る
こ
と
を
避
け
る

▽
薄
暗
い
と
き
は
行
動
し
な
い

▽
ふ
ん
や
足
跡
を
見
た
ら
引
き
返
す

▽
食
べ
物
や
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る

●
ヒ
グ
マ
を
目
撃
し
た
り
、
足
跡
や
ふ
ん

を
発
見
し
た
ら
、
林
政
係
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
林
政
係\

内
線
255
・
256

飼
い
主
は

責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

犬
や
猫
の
ふ
ん
等
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
犬
や
飼
い
猫
が
他
人
の
敷
地
や
道

路
上
に
ふ
ん
等
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
迷
惑
な
行
為
と
な
り
ま
す
。
飼
い

主
は
犬
や
猫
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
犬

に
つ
い
て
は
け
い
留
し
、
猫
に
つ
い
て
は

室
内
飼
養
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
良
犬
や
野
良
猫
に
対
し
て
餌

を
与
え
続
け
る
と
、
周
辺
の
野
良
犬
や
野

良
猫
も
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
周
囲

の
家
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
餌
を
与
え
る
行
為
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
／
環
境
衛
生
係\

内
線
252

～
254

流
し
水
の

く
み
取
り
を
再
開
し
ま
す

　

冬
期
間
、
受
け
付
け
て
い
な
か
っ
た
家

庭
用
流
し
水
の
く
み
取
り
を
、
4
月
11
日

x

か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

く
み
取
り
を
希
望
す
る
場
合
は
、
早
め

に
電
話
等
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
衛
生
セ
ン

タ
ー\

52^

2
4
8
8

調
理
師
試
験
を

実
施
し
ま
す

●
試
験
日
／
8
月
23
日C

●
試
験
地
／
釧
路
市

●
試
験
内
容
／
筆
記

試
験

●
願
書
の
受
付
期
間

／
5
月
9
日X

か
ら

20
日N

ま
で
に
釧
路

保
健
所
へ
提
出

●
調
理
師
試
験
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
／
釧
路
保
健
所\

0

1
5
4^
22^
1
2
3
3

※
受
験
書
類
は
、
4
月
11
日X

か
ら
役
場

で
も
配
布
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
／
商
工
雇
用
推
進
係\

内

線
234
・
235

資
格
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ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

事
業
を
支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
地
域
の
振
興
や
活
性
化
を
目

的
と
し
た
事
業
を
支
援
す
る
『
ま
ち
お
こ

し
事
業
』
の
平
成
28
年
度
分
の
補
助
金
要

望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル

ー
プ
や
団
体
な
ど
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
業
内
容
や
提
出
書
類
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
締
め
切
り
後
で
あ
っ
て
も
事
業

の
計
画
を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
事
業
／
地
域
・
団
体
間
交
流
、
地

場
産
品
等
の
調
査
研
究
・
販
路
拡
大
、
観

光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
研
究
・
実
施
、
文
化
・
芸
術
等
の
伝

承
、
人
材
養
成
な
ど

●
締
め
切
り
／
4
月
28
日B

●
問
い
合
わ
せ
／
企
画
調
整
係\

内
線
232

・
233

『
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
』

協
力
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
6
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

（
寄
附
金
）の
寄
附
者
に
対
し
て
、
厚
岸
町

の
P
R
や
販
路
拡
大
を
目
指
し
、
地
元
の

特
産
品
な
ど
を
返
礼
品
と
し
て
贈
る
事
業

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
返
礼
品
を
贈
る
た
め
に
は
、
町
内

の
生
産
者
・
製
造
者
・
販
売
店
の
皆
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
協
力
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
事
業
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
4
月
12
日C

15
時
・
18
時

●
場
所
／
役
場
2
階
大
会
議
室

●
参
加
申
込
期
限
／
4
月
11
日X

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
総
務
係\

内
線
212
～
214

奨
学
金
貸
与
制
度
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
進
学
す
る
場

合
に
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
進
学
が
困
難

な
人
を
対
象
と
し
た『
奨
学
金
貸
与
制
度
』

が
、
4
月
か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
変
更
点
／

①
看
護
系
大
学
お
よ
び
看
護
学
校
等
に
在

学
す
る
人
へ
の
月
額
貸
与
上
限
を
7
万
円

に
変
更

②
右
記
の
学
校
を
卒
業
後
、
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
と
し
て
町
内
の
医
療
機
関
に

就
職
し
た
場
合
は
返
還
を
免
除

●
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
／
教
育
委

員
会
総
務
係

\

内
線
352
・

353　家
庭
に『
太
陽
光
パ
ネ
ル
』の

設
置
を
行
う
人
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
4
月
1
日
以
降
に
町
内
で
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

人
に
、
上
限
15
万
円
（
発
電
シ
ス
テ
ム
1

Ｋ
Ｗ
あ
た
り
3
万
円
に
太
陽
電
池
の
最
大

出
力
値
を
乗
じ
た
額
）
の
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

奨
励
金
は
、
厚
岸
町
商
工
会
が
発
行
す

る
ほ
ほ
え
み
商
品
券
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

●
申
請
期
間
／
4
月
1
日N

か
ら
12
月
22

日B●
申
請
方
法
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
本
奨
励
制
度
の
詳

細
を
説
明
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
商
工
雇
用
推
進
係\

内

線
234
・
235

ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
納
税

制
度

ご存じですか？
『学生納付特例制度』

国民年金

　20歳以上の人は、学生であっても国
民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の人は一般的に所得が
少ないため、本人の所得が一定額以下
の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される『学生納付特例制度』があります。
　申請した月から 2年 1カ月前までの
期間について申請ができますが、申請
が遅れると不慮の事故などで障がいが
残った際に、障害年金を受け取ること
ができない場合がありますので、希望
する人は毎年 4月から 5月までに手続
きをしてください。
　納付猶予された期間の保険料は、10
年以内であれば後から納めることがで
きる『追納制度』を利用されることをお
勧めします。

 【申請に持参いただくもの】

 ・年金手帳

 ・学生証（コピー可）または在学証明書

 ・印鑑

●申し込み・問い合わせ／町民課保険

医療係　内線118～121、釧路年金事務

所　0154-22-5810





ゆうよ
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町
内
で
結
婚
披
露
宴
を

行
う
人
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
内
で
結
婚
披
露
宴
を
行
う

人
に
、
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
対
象
者
／

①
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
町
内
で
結

婚
披
露
宴
を
行
う
人

②
出
席
者
が
50
人
以
上
の
結
婚
披
露
宴
を

行
う
人

③
同
一
世
帯
に
お
い
て
町
税
等
の
滞
納
が

な
い
人

●
奨
励
金
の
額
／

①
町
内
で
行
う
結
婚
式
お
よ
び
結
婚
披
露

宴
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
地
元
事
業
者

を
利
用
し
た
経
費
の
2
割
の
額
（
上
限
は

30
万
円
）

②
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
に
は
20
万
円
を

加
算

●
申
請
期
間
／
4
月
1
日N

か
ら
平
成
29

年
3
月
17
日N

※
申
請
は
、
必
ず
結
婚
披
露
宴
の
2
週
間

前
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

●
申
請
方
法
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
本
奨
励
制
度
の
詳

細
を
説
明
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
／

商
工
雇
用

推
進
係\

内
線
234
・

235　

防
災
行
政
無
線
の
受
信
機
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

町
で
は
、
地
震
、
津
波
な
ど
の
災
害
時

の
緊
急
通
報
や
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
防

災
行
政
無
線
に
よ
り
各
家
庭
に
放
送
し
て

い
ま
す
。

　

新
た
に
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
、

新
築
さ
れ
た
ア
パ
ー
ト
に
転
居
し
た
人
、

結
婚
な
ど
独
立
し
て
新
た
に
住
宅
を
建
築

し
世
帯
主
と
な
っ
た
人
な
ど
へ
無
料
で
受

信
機
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
危
機
対
策
係

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
宅
を
取
り
壊
し
、
町
外
へ
転

出
す
る
人
は
、
必
ず
受
信
機
を
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
危
機
対
策

係\

内
線
223
・
224

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
、
北
海
道
立
心
身
障
害

者
総
合
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
が
、
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
18
歳
以
上
の
人

が
療
育
手
帳
の
申
請（
再
判
定
）を
行
う
と

き
は
、
総
合
相
談
所
の
判
定
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
／

①
6
月
14
日C

・
15
日V

②
9
月
13
日C

・
14
日V

③
11
月
29
日C

・
30
日V

●
場
所
／
サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
く
し
ろ

（
釧
路
市
鳥
取
南
7
丁
目
2
番
20
号
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
障
害
福
祉

係\

53^

3
3
3
3

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
国
の
制
度
で
す
。

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

対
象
と
な
る
児
童
の
父
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で

す
。

　

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
認
定
請
求
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
や
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
は
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
ほ

か
、
施
設
入
所
等
を
し
て
い
る
場
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
障
害
福
祉
係\

53^

3

3
3
3

防
災

福
祉

し
ま
す

わ
せ
／
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定　員

検 診 の 種 類 ・ 会 場

胃がん 肺がん 大腸がん
　　生活習慣病検診

　特定健康診査

23日（土） 社会福祉センター（受付：7時、8時、9時）

24日（日）

45人

90人

40～74歳の
国民健康保険加入者 1,540円 410円 710円

40歳以上

無　　 料

申 込 期 限 4月5日(火)（定員になり次第締め切り）

4
月

料　

金

600円75歳以上

1,000円

－

保健福祉総合センター（受付：7時、8時、9時）

※生活保護世帯の人は、すべての検診が無料になります

　
特
定
健
康
診
査
・
生
活
習
慣
病
検

診
・
各
種
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
定
健
康
診
査

・
生
活
習
慣
病
検
診
・
各
種
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
日

頃
の
健
康
管
理
の
目
安
と
な
り
、
併
せ
て

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
が
ん
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健

診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
▽
特
定
健
康
診
査
＝
40
歳
か

ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
▽
生

活
習
慣
病
健
診
＝
75
歳
以
上
の
人
、
生
活

保
護
受
給
者
、
▽
各
種
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
の
人

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
づ
く
り
係

\

53^

3
3
3
3

乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
の
検
診
を

受
け
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
の
検
診
を
行
い

ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

会
場
は
釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
、

バ
ス
で
の
送
迎
が
あ
り
ま
す
。
（
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
前
を
10
時
15
分
に
出
発

し
、
16
時
ご
ろ
に
帰
っ
て
く
る
予
定
で
す
）

　

な
お
、
昨
年
度
に
町
が
行
っ
た
乳
が
ん

・
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
た
人
は
、
今
年

度
に
町
が
行
う
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
検
診
日
／
5
月
11
日V

●
検
診
会
場
／
釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
35
人

●
申
込
期
間
／
4
月
21
日B

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
づ
く

り
係\

53^

3
3
3
3

保
健

　　4月 1日より、日より、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が定期予防接種になりますが定期予防接種になります

　4月 1日より、

　　　　　　　　　　　が定期予防接種になります
　日本脳炎とは、日本脳炎ウイルスに感染することで起こる感染症で、『コダカアカイエカ』という蚊が
媒介して人に感染します。症状は発熱、頭痛、おう吐等で、根本的な治療法はありません。
　現在、日本脳炎の予防接種は、他府県では定期接種として実施していますが、北海道では感染を媒介
するコガタアカイエカが生息していないため、定期接種を行っていませんでした。
　道民が日本脳炎の発生している道外や海外に行き来する機会は増えており、日本脳炎に感染する可能
性が高まっているため、平成28年4月より定期予防接種として行うことになりました。

平成28年度内に、

　3歳～ 7歳 6カ月未満、 9歳～20歳未満の人が予防接種を受けることができます

・町内の医療機関において、無料で予防接種を受けることができます。

・接種方法は、生年月日・過去の接種歴で異なります。

・対象となる人には、接種に関する案内と接種券を自宅に送付します。

・個別の接種方法については、送付される案内をご覧ください。

・道外からの転入者や、過去に任意で日本脳炎予防接種を受けたことがある場合は必要な接種回数

　等が変更になるため、接種前に必ず健康づくり係までご連絡ください。

●問い合わせ／健康づくり係　53-3333

日本脳炎予防接種日本脳炎予防接種

\
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年　齢

■下の表に当てはまる人で、過去に肺炎球菌予防接種を受けたこと
　のない人は、窓口で接種券を交付します

生 年 月 日

95歳

90歳

85歳

80歳

75歳

70歳

65歳 昭和26年 4 月 2 日～昭和27年 4 月 1 日生まれの人

昭和21年 4 月 2 日～昭和22年 4 月 1 日生まれの人

昭和16年 4 月 2 日～昭和17年 4 月 1 日生まれの人

昭和11年 4 月 2 日～昭和12年 4 月 1 日生まれの人

昭和 6年 4月 2日～昭和 7年 4月 1日生まれの人

大正15年 4 月 2 日～昭和 2年 4月 1日生まれの人

大正10年 4 月 2 日～大正11年 4 月 1 日生まれの人

大正 5年 4月 2日～大正 6年 4月 1日生まれの人100歳

カイロプラクティック療法・弘漢療法カイロプラクティック療法・弘漢療法

天道療法院天道療法院天道療法院
予約受付 : 8時～20時予約受付 : 8時～20時
　　　　　（10時～14時は休憩）　　　　　（10時～14時は休憩）
定休日 : 毎週火曜日定休日 : 毎週火曜日（但し受付可能です）（但し受付可能です）
松葉１丁目７番地松葉１丁目７番地
電話兼FAX : 52-3312電話兼FAX : 52-3312

体の不調（頭痛、鞭打ち、心肺機能低下、体の不調（頭痛、鞭打ち、心肺機能低下、
胃腸障害、腰痛、生理不順等）には、脊椎胃腸障害、腰痛、生理不順等）には、脊椎
矯正、四肢矯正をおすすめします。矯正、四肢矯正をおすすめします。

厚岸
消防署

厚岸大橋

桜通り

信
号
３
つ
目
か
ら
約
１
０
０
ｍ

至
る
国
泰
寺

セーコー
マート様

天道
療法院

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
券

を
交
付
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

  

国
が
定
め
る
今
年
度
の
定
期
接
種
の
対

象
と
な
る
人
は
、
次
の
表
の
生
年
月
日
に

当
て
は
ま
る
人
で
す
。
対
象
者
は
昨
年
度

と
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
予
防
接
種
券
交
付
対
象
者
／
次
の
表
の

生
年
月
日
に
当
て
は
ま
る
人
お
よ
び
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
に
重
い
障
が
い
や
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い

の
あ
る
人
（
※
70
歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
、

上
記
の
生
年
月
日
以
外
の
人
で
も
接
種
費

用
を
助
成
し
ま
す
）

●
予
防
接
種
券
申
請
期
間
／
平
成
29
年
3

月
31
日
ま
で

●
予
防
接
種
期
間
／
平
成
29
年
3
月
31
日

ま
で

●
予
防
接
種
医
療
機
関
／
町
立
厚
岸
病
院

（
月
か
ら
金
で
予
約
制
）
、
田
中
医
院
（
月

か
ら
土
）

●
料
金
／
3
9
8
0
円
（
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
無
料
）

●
予
防
接
種
券
申
請
に
必
要
な
物
／
健
康

保
険
証
、
料
金
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
60

歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼

吸
器
に
重
い
障
が
い
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が

あ
る
人
）

●
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
づ
く

り
係\

53^

3
3
3
3

水
泳
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

【
ク
ロ
ー
ル
教
室
】

●
内
容
／
ク
ロ
ー
ル
を
指
導
し
ま
す

●
日
時
／
4
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、
5

月
12
日
・
19
日
、
木
曜
日
、
19
時
か
ら
20

時
（
全
5
回
）

●
対
象
者
／
町
内
の
高
校
生
以
上
の
人

●
定
員
／
先
着
20
人

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
高
校
生

一
回
2
1
0
円
、
一
般
一
回
3
2
0
円

●
募
集
期
間
／
4
月
6
日V

か
ら
13
日V

【
小
学
2
年
生
水
泳
教
室
】

●
内
容
／
水
慣
れ
遊

び
の
ほ
か
、
浮
き
方

・
キ
ッ
ク
な
ど
泳
ぎ

の
基
礎
を
指
導
し
ま

す●
日
時
／
4
月
20
日

・
27
日
、
5
月
11
日

・
18
日
・
25
日
、
水

曜
日
、
Ａ
班
15
時
か

ら
15
時
45
分
・
Ｂ
班

16
時
か
ら
16
時
45
分

（
全
5
回
）

●
対
象
者
／
町
内
の

小
学
2
年
生

●
定
員
／
Ａ
班
先
着
15
人
、
Ｂ
班
先
着
15

人●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
一
回
1

0
0
円

●
募
集
期
間
／
4
月
12
日C

か
ら
19
日C

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
温
水
プ
ー

ル\

52^

6
6
3
1

郷
土
館
・
太
田
屯
田

開
拓
記
念
館
が
開
館
し
ま
す

　

郷
土
館
・
太
田
屯
田
開
拓
記
念
館
が
4

月
16
日m

か
ら
開
館
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
館
期
間
／
4
月
16
日M

か
ら
11
月
15

日C

●
開
館
時
間
／
9
時
か
ら
16
時

●
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日
の
翌

日●
問
い
合
わ
せ
／
郷
土
館\

52^

3
7
9

4
、
太
田
屯
田
開
拓
記
念
館\

52^

3
5

9
9

温
水
プ
ー
ル

郷
土
館
・
太
田
屯
田
開
拓
記
念
館

【太田屯田開拓記念館】

【郷土館】
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曜日 対象時間

月曜日
　～
金曜日

子育て支援
センター

保健福祉
総合センター
あみか

金曜日

10時
 ～
16時

9 時30分
　 ～
15時30分

0 歳～就学前のお子さ
んと保護者

主に 0歳～ 1歳 5カ月
のお子さんと保護者

【にこにこひろば利用日】

公
共
下
水
道

下
水
道
を
使
え
る
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
／
業
務

係\

内
線
178
～
181

　

現
在
、
町
内
で
は
約
2
7
3
0
戸

が
水
洗
化
改
造
工
事
を
済
ま
せ
、
水

洗
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
公
共
下
水
道
工
事
に
よ

り
、
光
栄
地
区
の
一
部
、
真
栄
地
区

の
一
部
、
奔
渡
地
区
の
一
部
が
4
月

か
ら
新
た
に
下
水
道
の
使
用
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

区
域
内
に
土
地
、
家
屋
等
を
所
有

さ
れ
て
い
る
人
は
、
受
益
者
負
担
金

の
納
付
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
・
排
水

設
備
の
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

快
適
な
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た

め
、
水
洗
化
工
事
等
に
あ
た
っ
て
は

無
利
子
の
貸
付
金
制
度
や
自
己
資
金

活
用
の
人
に
対
し
て
は
補
助
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
助
成
制
度
の
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。  

●奔渡の一部 ●真栄の一部 ●光栄の一部

新たに使用

できるように

なった区域

　
こ
い
の
ぼ
り
の
置
物
を

木
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

木
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、
4
月
を
『
こ
い

の
ぼ
り
工
作
月
間
』
と
し
、
糸
の
こ
な
ど

を
使
っ
て
『
こ
い
の
ぼ
り
』
や
『
組
木
の
五

月
人
形
』
な
ど
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
り
方
は
指
導
員
が
教
え
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に『
木
の
こ
い
の
ぼ
り
』な
ど
で

『
こ
ど
も
の
日
』を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で

す
か
。

　

参
加
す
る
人
は
、
希
望
日
を
決
め
て
、

希
望
日
の
3
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
期
間
／
4
月
1
日N

か
ら
30
日M

（
月

曜
日
お
よ
び
祝
日
の
翌
日
を
除
く
）

●
場
所
／
木
工
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
9
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

●
費
用
／
Ｂ
5
サ
イ
ズ
の
板
ま
で
無
料
提

供
そ
れ
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
個
人
負

担

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
木
工
セ
ン

タ
ー\

52^

3
4
5
1
、
林
政
係\

内
線

255
・
256

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
日
が
変
わ
り
ま
す

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
『
に
こ

に
こ
ひ
ろ
ば
』
の
利
用
日
が
4
月
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
と
保
護
者
の
交
流
の
場

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

\

53^

4
3
3
7

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
町
に
／
千
葉
県
、
樋
田
耕
治
さ
ん
＝
50

万
円
／
東
京
都
、
樋
田
恵
一
さ
ん
＝
50
万

円
／
埼
玉
県
、
鈴
木
良
子
さ
ん
＝
1
万
円

／
北
海
道
社
会
福
祉

協
議
会
ホ
ク
レ
ン
農

業
協
同
組
合
連
合
会

＝
図
書
カ
ー
ド
1
万

円
／
子
夢
希
児
童
館
父
母
の
会
＝
Ｃ
Ｄ
ス

テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム

▼
教
育
委
員
会
に
／
厚
岸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

木
工
セ
ン
タ
ー

寄
付
・
奉
仕

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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コンキリエ利用券が5人に当たり
ます
!! 

▼
▼

▼

■先月号のクイズの答え　　
　①＝ア（平成23年）　②＝イ（23件）
　③＝ア（ホタテ）

広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
は
正
解
者
の
中
か
ら
無
作
為
に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
当
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
抽
選
か
ら
外
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問題ごとに正しい答えを選び、はがきに書いて送
ってください。（町内の人に限ります）
正解者から抽選で今月は5人にコンキリエ利用券
を差し上げます。

①平成28年度のまちづくりに使うお金は総額いく

らか（ヒントは16㌻）

ア＝約28億円　イ＝約84億円　ウ＝約142億円

②平成27年11月現在、町内の住宅用火災警報器の

設置率は何％か（ヒントは23㌻）

ア＝78.7％　イ＝87.7％　ウ＝88.7％

③郷土館と太田屯田開拓記念館はいつから開館す

るか（ヒントは29㌻）

ア＝ 4月 1日　イ＝ 4月16日　ウ＝11月15日

　応募方法／はがきに答え、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて送ってください。
　あて先／〒088－1192
　　　　　厚岸町真栄 3丁目 1番地
　　　　　厚岸町役場『広報クイズ』係
　締め切り／4月15日（金）（当日消印有効）
※先月は29人から応募があり、次の人が当選し
ました。／谷口泰三／塚田大輔／小枝靖博／木村
美恵子／最上美知子　　　　　　　　　〈敬称略〉
…………………………………………………………
寄せられたはがきの個人情報は応募目的以外には
使用せず、厳重に保管します。

オイスターDEナイト開催オイスターDEナイト開催オイスターDEナイト開催
町民の皆さまに感謝を込めて　毎月第２金曜日は感謝デー ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド

ポ
イ
ン
ト
2
倍
デ
ー

■あぶりや

　  焼き肉食べ放題(ライス・デザート付き)    90分 1,250円

■レストラン・エスカル

    トンテキ(豚肩ロースステーキ)食べ放題 (ライス・デザート付き)    60分 1,580円

今月は4月8日に
開催!!(午後5時より）

☆ ☆☆ ☆☆☆

※予約に関するお問い合わせは
　お気軽にご連絡ください

ラ
ブ
＝
連
絡
袋
63
枚
／
㈱
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
日
本
興
亜
㈱
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
、
第
一
生
命
保
険
㈱
＝
黄
色
い
ワ

ッ
ペ
ン
71
枚

厚
岸
町
吹
奏
楽
団
で

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　

厚
岸
町
吹
奏
楽
団
で
は
、
地
域
に
根
ざ

し
た
音
楽
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
活
性

化
に
尽
力
す
る
吹
奏
楽
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

年
齢
も
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
団
員
が
い

る
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

本
楽
団
は
昨
年
で
創
立
30
周
年
を
迎
え
、

音
を
楽
し
み
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
や

高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
慰
問
、
町
内
各
地

域
に
出
向
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
付
い
た
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
、
平
成
27
年
度
釧
路
管
内
教
育
実
践
表

彰
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

●
条
件
／
合

奏
経
験
が
1

年
以
上
あ
り
、

楽
器
を
個
人

で
準
備
で
き

る
人

●
問
い
合
わ

せ
／
厚
岸
町

吹
奏
楽
団（
森

脇
智
亮
）\

0
1
5
3^

52^

2
3
4

1　

募
集
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○○○な人 募集！！
広報あっけし5月号より、
厚岸町に住んでいる人や、ゆかりのある人を対象に、
『○○○な人』を紹介するコーナーを設けます。

○○で賞を取った！○○に夢中！
○○に挑戦中！○○は誰にも負けない！など、
テーマは自由。

掲載された広報誌を、記念の一冊にしませんか。
興味のある人はご連絡ください。

問い合わせ／広報情報係　内線217～219

○○
広報報報報報報あっっっっっっっっっっあっっっっっっっけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけししししししししししししししししし555555555555

住んんんんんんんんんんんんんんんんんんで

\

献血にご協力を
　　　　　　お願いします

　移動献血車ひまわり号が次の

日程で町内を巡回しますので、

献血のご協力をお願いします。

【4月25日(月) 】
　　厚岸町役場前　　　　10時から11時30分

　　厚岸警察署前　　　　13時から14時30分

　　社会福祉センター前　15時から16時30分

【4月26日(火) 】
　　厚岸消防署前　　　　10時から11時30分

　　保健福祉総合センター前　13時から14時30分

　　フクハラ厚岸店前　　15時から16時30分

　●問い合わせ／社会福祉係　53-3333

\

『
桜
・
牡
蠣
ま
つ
り
』出
展
者
を

募
集
し
ま
す

　

厚
岸
観
光
協
会
で
は
、
5
月
14
日m

か

ら
22
日z

ま
で
開
催
す
る
『
第
67
回
あ
っ

け
し
桜
・
牡
蠣
ま
つ
り
』
の
出
店
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
厚
岸
町

内
に
居
住
し
て
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
で
、
期
間
中
、
毎
日
営
業
す
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

　

出
店
希
望

者
は
、
4
月

18
日x

ま
で

に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
／
厚
岸
観

光
協
会
事
務

局
（
役
場
内
）\

内
線
242

平
成　

年
度
北
海
道
警
察
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
警
察
で
は
、
『
住
民
の
安
全
安

心
』
を
守
る
優
秀
な
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
試
験
日
／
5
月
8
日Z

●
試
験
地
／
釧
路
、
根
室
、
中
標
津
、
帯

広
、
他
道
内
18
カ
所
（
札
幌
、
函
館
、
旭

川
、
北
見
な
ど
）
、
東
京

●
試
験
区
分
／
Ａ
区
分
＝
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
除
く
）
等
を
卒
業
し

た
人
、
Ｂ
区
分
＝
Ａ
区
分
以
外
の
人

●
採
用
予
定
人
員
／
男
性
Ａ
区
分
1
4
5

人
、
男
性
Ｂ
区
分
65
人
、
女
性
Ａ
区
分
30

人
、
女
性
Ｂ
区
分
20
人

●
受
験
資
格
／
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
締
め
切
り
／
4
月
15
日N

（
電
子
申
請

は
4
月
13
日V

）

●
問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
警
察
本
部
採
用

セ
ン
タ
ー\

0
1
2
0^

8
6
0^

3
1

4
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
、
厚
岸
警
察
署
警

務
係\

52^

0
1
1
0

平
成　

年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
を
募
集
し

ま
す
。
国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
申
込
期

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

▽
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）
／

4
月
1
日N

か
ら
11
日X

▽
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）
／
4
月
8
日

N

か
ら
20
日V

▽
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
・
社
会
人
）
／
間

6
月
20
日X

か
ら
6
月
29
日V

●
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

申
し
込
み
（

　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）

●
問
い
合
わ
せ
／
人
事
院
北
海
道
事
務
局

\

0
1
1^

2
4
1^

1
2
4
8

平
成　

年
度
保
険
料
率

改
定
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
率
改
定
に
つ
い

て
、
平
成
28
年
3
月
分
（
5
月
2
日
納
付

期
限
分
）
よ
り
健
康
保
険
料
率
は
10
・
15

％（
＋
0
・
01
％
）、
介
護
保
険
料
率
は
1

・
58
％（
据
え
置
き
）と
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
全
国
健
康
保
険
協
会（
協

会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部\

0
1
1^

7

2
6^

0
3
5
2

試
験

n
.
g
o
.
j
p
/
j
u
k
e
n
.
h
t
m
l

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e

28

28

保
険

28

自薦・他薦、問いません



33 暮らしのヒント「予定帳」

20

5 7 8 9

10 13 14 15 16

2929

6

28

2218

26 27

21

12

30

（注） 運転免許更新時講習を受講する前に、厚岸警察署で免許更新手続きを済ませてください。
                           

23191919

21

●町内の情報を広報情報係内線218・219
　までお寄せください。
●福セ＝社会福祉センター、子セ＝子育て
　支援センター、保セ＝保健福祉総合センター

日〈SUN〉 月〈MON〉 火〈TUE〉 水〈WED〉 木〈THU〉 金〈FRI〉 土〈SAT〉

 

 

 

19

5 月 の 予 定

 ●移動献血車ひまわ
　り巡回号
　（詳細は32㌻）

●移動献血車ひまわ
　り巡回号
　（詳細は32㌻）

●特定健康診査・が
　ん検診
　 7時～　保セ

●すくすくひろば
　10時30分～11時

　保セ

 ●整形外科診療
   9 時～12時

 ●脳神経外科診療
（予約制）

 14時～16時

    町立病院

●障害者専門相談
　10時～17時　保セ

 ●夜間予防接種
　17時30分～19時30

　分   町立病院

【19日のその他の行
事は上欄に掲載】

 ●あかちゃん相談
　　 9 時～ 7 カ月児

　　10時～ 4カ月児

　保セ

 ●夜間予防接種
　17時30分～19時30

　分   町立病院

●特定健康診査・が
　ん検診
　 7時～　福セ

●土曜おはなし会
　11時～11時30分

　情報館

 ●整形外科診療
   9 時～12時

 ●脳神経外科診療
（予約制）

 14時～16時

   町立病院

●町立小中学校入学
　式・始業式

● 3歳児健診
　12時30分～　保セ

●子ども映画会
　13時30分～14時20

　分　情報館

●郷土館・太田屯田
　開拓記念館開館
　（詳細は29㌻）

●厚岸翔洋高等学校
　入学式
●整形外科診療
   9 時～12時

　 町立病院

 ●名作鑑賞会
　 19時～20時50分　

　情報館

●土曜おはなし会
　11時～11時30分

●名作鑑賞会
　 13時30分～15時20

　分　情報館

 ●整形外科診療
   9 時～12時

 ●脳神経外科診療
（予約制）

 14時～16時

    町立病院

●温水プール開館
●こいのぼり工作月
　間（詳細は30㌻）

●子ども映画会
　13時30分～14時35

　分　情報館

●遊びのひろば
　『こいのぼり作り』
　10時30分～　子セ

●認知症家族介護者
　のつどい
　 13時30分～15時

　保セ
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 19日の行事

●運転免許更新時講
　習　　13時～優良

　　14時～一般   

　　15時30分～違反

　者　福セ

●広報あっけし 5月
　号配布日

・ 6日（金）整形外科診療　 9時～12時

　　　　　 脳神経外科診療（予約制）

　　　　　 14時～16時　町立病院

・11日（水）乳がん・子宮がん検診　11時30分～

　　　　　 釧路がん検診センター

・16日（月）すくすくひろば　10時30分～11時　子セ　

・18日（水）あかちゃん相談　 9 時～ 7 カ月児

　　　　　　　　　　　　　 10時～ 4カ月児　保セ

・19日（木） 1歳 6カ月児健診　12時30分～　保セ

・20日（金）子育て講座『幼児の食事』　10時30分～

　　　　 　保セ　

昭和の日

▽
▽

▽
▽

▽

［まちに咲く花／キクザキイチゲ］
低地や山地の明るい林内に咲く多年
草で、近畿地方から北海道まで分布
する。『菊咲一華』は菊のような花
を咲かせる一輪草の意味。花弁に見
えるのはすべてがく片で、10枚前後
ある。薄い青色や紫色の花もあるが、
道内で見られるものは白花が多い。
開花時期は 3月から 5月で、花言葉
は『静かな瞳』、『追憶』。

（写真／中嶋弘美さん、奔渡）
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●人口／ 9,961人

　　男／ 4,736人

　　女／ 5,225人

（11）

（0）

（11）

●世帯／4,447世帯 （13）

●出生／  5人 ●転入／25人

●死亡／  8人 ●転出／11人

（ ）内は前月比

ひとのうごきひとのうごき

平成28年4月号 No.826
毎月 1日発行

広報

2月29日現在

▼最近は天気も良く、春が順調に
近づいていますね。今年は暴風雪
による大きな被害もなく一安心で
す。▼私が担当していた『本の森
通信』は、今月号をもって紙面構
成の変更により終了します。今ま
でご愛読ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　（杉澤）

▼産後ケア教室で、バランスボー
ルを使った有酸素運動を私も体験。
久しぶりの運動でしたので、気持
ち良い汗を流せました。ただ、腹
筋の運動が一番つらく、お腹がぴ
くぴく状態に。▼フキノトウを見
かけるようになり、春が近付いた
なと感じます。実は、フキノトウ
を始めて見たのは19歳の頃。フキ
とセロリは一緒だと思っていたの
が本音。　　　　　　　（髙江洲）

▼母校である厚岸中学校の卒業式
の取材へ。校歌は覚えていました
が、自分の卒業式のことを思い出
そうとしても、記憶がほぼありま
せんでした。年を重ねたからでし
ょうか…。▼広報担当は変わりま
せんが、広報誌は来月から少しリ
ニューアルします。32ページに掲
載の『○○な人募集』はどんなこと
でもＯＫ。ちなみに私は『旅行が
大好きな人』で熱く語れる自信あ
り！恥ずかしがらずに、気軽に連
絡くださいね。　　　　　（加賀）

編集後記編集後記

厚岸町
総務課広報情報係

北海道厚岸町真栄3丁目1番地

http://www.akkeshi-town.jp/m
http://www.akkeshi-town.jp
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本
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館
や
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も
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の
で
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か
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　2020年に開催される東京オリンピック・パラ
リンピックについて、半数以上の児童生徒が『試
合を見たい』と回答しており、 4割の児童が『自
分も競技種目を行いたい』と回答しています。
オリンピック・パラリンピックの開催は、スポ
ーツに対する意欲や関心を高めるきっかけにな
ると期待されています。

》

わからない

大会ボランティ
アをしてみたい

試合を見に行っ
てみたい

選手として出場
してみたい

内容・歴史を知
りたい

競技種目を自分
も行ってみたい

運動に関心が高
まってきた
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小学 5年生

中学 2年生


